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ドキュメントのアクセシビリティにつ

いて

Oracle のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Access to Oracle Support
Oracle サポート・サービスでは、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供していま

す。詳細情報は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info か、聴覚に障害のあるお客

様は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs を参照してください。
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6 ドキュメントのアクセシビリティについて



1
概要

この章の内容

管理タスク. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7

Oracle Financial Management Analytics のヘルプへのアクセス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8

関連ドキュメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9

Oracle Financial Management Analytics では、一連のダッシュボードを通じて、経営

幹部が組織の業績の財務面や財務以外の面を一元的に把握できます。

組込み済の分析機能により、既存の Oracle Hyperion Financial Management、Oracle

Hyperion Financial Data Quality Management および Oracle Hyperion Financial Close

Management アプリケーションの集計データを使用して、キー・パフォーマンス・

インディケータ、決算プロセスのステータス、およびその他のメトリックが表示

されます。ダッシュボードを使用すると、ビジネスや財務シナリオに応じて、ア

クセス可能な形式でデータを分析できます。

構成ユーティリティを使用すると、アプリケーションのメタデータを事前定義済

のダッシュボードにマップできます。また、構成ユーティリティでは、EPM アプ

リケーションと Oracle Business Intelligence Enterprise Edition の統合も可能です。セ

キュリティは WebLogic で管理され、これらの各アプリケーションのセキュリ

ティ・アクセス権限は Oracle Financial Management Analytics で認識されます。

『Oracle Financial Management Analytics 管理者ガイド』は、Oracle Financial

Management Analytics のインストールおよび構成に関する詳細情報を提供していま

す。

ダッシュボードとレポートの詳細および Oracle Financial Management Analytics の使

用については、『Oracle Financial Management Analytics ユーザー・ガイド』を参照

してください。

管理タスク
Oracle Financial Management Analytics の管理者(admin)は、Oracle BI EE および

Financial Management の管理権限がプロビジョニングされたユーザーです。管理者

は、次のタスクを実行できます:

l Oracle Financial Management Analytics をインストールします。第 5 章「Oracle

Financial Management Analytics のインストール」を参照してください。

l Oracle Financial Management Analytics を構成し、勘定科目をマップします。第

6 章「Oracle Financial Management Analytics の構成」を参照してください。

管理タスク 7



l ダッシュボードの使用性を最大化するためのカスタマイズ。第 8 章「Oracle

Financial Management Analytics のカスタマイズ」を参照してください。

Oracle Financial Management Analytics のヘルプ
へのアクセス
このリリースの Oracle Financial Management Analytics では、次の場所から Oracle

Financial Management Analytics ユーザー・ガイドおよび Oracle Financial Management

Analytics 管理者ガイドのヘルプにアクセスできます:

l 「スタート」メニューから

l アプリケーション内の POV セレクタから

l Enterprise Performance Management System リリース 11.1.2.2.000 のドキュメン

ト・ライブラリから

注意 Oracle BI EE グローバル・ヘッダーの「ヘルプ」メニューには、Oracle BI EE

のヘルプおよびドキュメントのみが表示されます。

どのアクセス・ポイントからも、Oracle Technical Network (OTN)の EPM System リ

リース 11.1.2.2.000 のドキュメント・ライブラリに移動します。

次のドキュメントは、PDF、HTML または MOBI (Kindle)形式で入手できます:

l Oracle Financial Management Analytics 管理者ガイド

l Oracle Financial Management Analytics ユーザー・ガイド

注： Oracle BI EE のドキュメントにアクセスする場合は、Oracle Business Intelligence

Suite Enterprise Edition のドキュメント・ライブラリ(http://

download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/portal_booklist.htm)を参照し

てください。

ä EPM System リリース 11.1.2.2.000 のドキュメント・ライブラリからドキュメン

トにアクセスするには:

1 次のいずれかの場所で「ヘルプ」を選択します:

l 「スタート」、「すべてのプログラム」、「Oracle Financial Management

Analytics」、「Help」の順に選択します

l アプリケーションの「POV セレクタ」列で、「ヘルプ」をクリックします。

OTN にある EPM System リリース 11.1.2.2.000 のドキュメント・ライブラリが

表示されます。

2 左側のペインで、「Financial PM Applications」タブを選択します。

3 右側のペインで、「Oracle Financial Management Analytics」までスクロールします。

4 表示するドキュメントの隣で、必要な形式を選択します:

8 概要
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l PDF

l HTML

l MOBI (Kindle に表示する場合)

関連ドキュメント
Oracle Financial Management Analytics は、既存の Oracle BI EE の機能上に構築され

ており、リポジトリやカタログの管理など、様々なタスクを実行します。情報の

繰返しを最小限に抑え、関連情報の精度を維持するために、Oracle BI EE および

Financial Management の既存ドキュメントの相互参照が作成されています。関連ド

キュメントのリストは、表 1 を参照してください

ä Oracle Business Intelligence Suite Enterprise Edition のドキュメント・ライブラリ

にアクセスするには、http://download.oracle.com/docs/cd/E10415_01/doc/nav/

portal_booklist.htm に移動してください。

ä Oracle Enterprise Performance Management System のドキュメント・ライブラリ

にアクセスするには、http://www.oracle.com/technetwork/middleware/

performance-management/documentation/index.html に移動してください。

表 1 OBIEE の関連ドキュメント

製品 ドキュメント 製品またはタスク

Oracle Enterprise
Performance
Management
System

Oracle(R) Hyperion Enterprise
Performance Management System イ

ンストールおよび構成ガイド

EPM System 製品のインストールおよび構成に関する情報

EPM System Oracle(R) Hyperion Enterprise
Performance Management System
ユーザーおよび役割セキュリ
ティ・ガイド

次のトピックに関する情報:

l ユーザー・プロビジョニングおよびセキュリティ役割
の設定と管理

注： Oracle Financial Management Analytics の認可されたす

べてのユーザーには、Financial Management、FDM および

Financial Close Management に対する権限が必要です。

l SSL、SSO、セキュリティ・エージェントおよびカスタ

ム・ログインなど、セキュリティに関する技術情報

Oracle Financial
Management
Analytics

Oracle(R) Financial Management
Analytics ユーザー・ガイド

Oracle Financial Management Analytics レポートの使用方法に関

する情報

Financial
Management

Oracle Hyperion Financial
Management ユーザー・ガイド

Financial Management の使用方法に関する情報

Financial
Management

Oracle Hyperion Financial
Management 管理者ガイド

Financial Management の設定および管理に関する情報

Oracle Fusion
Middleware

Oracle(R) Fusion Middleware コンセ

プト・ガイド

Oracle BI 分析に関する情報
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製品 ドキュメント 製品またはタスク

Oracle Fusion
Middleware

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
Business Intelligence Enterprise
Edition メタデータ・リポジト

リ・ビルダー・ガイド

プレゼンテーション・レイヤーの作成と管理、および式
ビルダーを使用した財務勘定科目のマップ方法の詳細

Oracle Fusion
Middleware

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
Business Intelligence Enterprise
Edition システム管理者ガイド

NQSConfig.iniファイルの構成設定および BI 管理ツール

の詳細

Oracle Fusion
Middleware

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
Business Intelligence Enterprise
Edition 開発者ガイド

BI プレゼンテーション・サービスおよび BI サーバーに関

する情報

Oracle Fusion
Middleware

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
Business Intelligence Enterprise
Edition セキュリティ・ガイド

シングル・サインオン(SSO)、および OBIEE のガイドで定

義されているその他のセキュリティ設定の設定方法に関
する情報

Oracle BI EE Oracle Business Intelligence
Presentation Services 管理ガイド

Oracle BI プレゼンテーション・カタログの詳細

FDM 『Oracle Hyperion Financial Data
Quality Management 管理者ガイ

ド』

Financial Data Quality Management の機能と利点に関する情報。
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2
セキュリティの管理および

ユーザーの認可

この章の内容

ユーザー認証. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

アプリケーションおよびデータのセキュリティ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

CSS トークンを使用した外部ユーザー・ディレクトリ向けのシングル・サイ

ンオンの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

セキュリティおよびユーザー認証は、Oracle Financial Management Analytics では設

定されませんが、関連製品の既存の認証は確認されます:

l ユーザー認証は、Oracle BI EE 管理を使用して設定されます。

l Financial Management、FDM および Financial Close Management のユーザー役割

およびセキュリティ・アクセス権は、Oracle Hyperion Shared Services で定義さ

れます。Oracle Financial Management Analytics では、これらのセキュリティ・

アクセス権に従います。

割当て済の管理者(admin)のみが、ダッシュボードを作成または変更できます。

注： Oracle Financial Management Analytics に直接ログインした場合、ダッシュボー

ドから Financial Management を起動できません。

次の項を参照してください:

l 11 ページの「ユーザー認証」

l 12 ページの「アプリケーションおよびデータのセキュリティ」

ユーザー認証
Oracle Financial Management Analytics の SSO は、Oracle BI EE を介して実装されま

すが、認証は Financial Management 経由で行われます。シングル・サインオンが

機能するためには、Oracle BI EE と Shared Services が同じ LDAP/MSAD に接続して

いる必要があります; そうでない場合、ユーザーが一致しません。

ユーザー・プロビジョニングは、Shared Services を介して設定されます。Oracle

Enterprise Performance Management System Security Configuration Guide を参照してく

ださい。

ユーザー認証 11



SSO およびその他のセキュリティ設定の詳細は、『Oracle(R) Fusion Middleware Oracle

Business Intelligence Enterprise Edition セキュリティ・ガイド』を参照してくださ

い。

Oracle Financial Management Analytics が起動されると、ログイン情報は LDAP/MSAD

ストアで照合されます。シングル・サインオン・トークンが生成され、ADM ドラ

イバを介して Financial Management に渡されます。Oracle BI EE にログインするユー

ザーは、ログイン情報が Financial Management へのクエリーに使用されます。

リポジトリ(RPD)ファイルに接続 URL を指定する際、共有接続を使用している場

合は、Shared Services の有効なユーザー名を入力する必要があります。そのため、

そのユーザーを Financial Management アプリケーションにプロビジョニングする

必要があります。Oracle BI EE にログインするユーザーには、次に示すように、レ

ポートを表示する権限が必要です:

l 決算スケジュールの要約を除き、すべての Oracle Financial Management Analytics

に対して、Financial Management のユーザー ID を使用します。

l 決算スケジュールの要約に対してのみ、少なくとも表示権限がある Financial

Close Management のデータベース・スキーマ・ユーザーを使用します。

セキュリティの設定および管理の詳細は、次のガイドを参照してください:

l Oracle(R) Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition セキュ

リティ・ガイド

l 『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System ユーザーおよび役割

セキュリティ・ガイド』

l 『Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System セキュリティ管理ガ

イド』

アプリケーションおよびデータのセキュリ
ティ
Financial Management アプリケーションおよびデータのセキュリティは、特定のセ

キュリティ・クラスとセキュリティ・クラス・アクセスを使用して、Financial

Management 経由で設定します。Oracle Financial Management Analytics のユーザー

が、レポートの Financial Management のデータにアクセスする場合、アプリケー

ションのデータ・セキュリティ設定に従います。

たとえば、ダッシュボードを表示しているユーザーに、East エンティティに対す

る Financial Management のアクセス権があって West エンティティに対するアクセ

ス権がない場合、そのユーザーは、Oracle Financial Management Analytics 内でも

West エンティティのデータを表示できません。

注： 構成時に、アプリケーション全体にアクセス可能なログイン情報を持った

Financial Management 管理者ユーザーを指定します。
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Financial Management で選択された言語プリファレンスは、Oracle Financial

Management Analytics に反映されます。たとえば、Financial Management のロケー

ルとしてドイツ語が選択されている場合、ユーザーにはメンバー説明がドイツ語

(メタデータ)で表示されます。

CSS トークンを使用した外部ユーザー・ディ
レクトリ向けのシングル・サインオンの設定

ä CSS トークンを使用して、外部ユーザー・ディレクトリ(LDAP/MSAD)向けに

シングル・サインオンを設定するには、次の手順を実行します:

1 Oracle BI EE と Shared Services が同じ LDAP または MSAD ストアに接続していることを

確認します。

2 オンライン RPD を開き、HFM 接続プールに移動します。「CSS トークンを使用した

SSO」を選択し、BI サーバーを再起動します。

CSS トークンを使用した外部ユーザー・ディレクトリ向けのシングル・サインオンの設定 13



3 Oracle BI EE のインストール・パスから次のコマンドを実行し、OBIEE 11.1.1.6 の CSS

下位互換性タグを true に設定します。

例:

            C:\OBIEE\instances\instance1\config\foundation\11.1.2.0> epmsys_registry.bat 

updateproperty SHARED_SERVICES_PRODUCT/@COMPATIBILITY 11120

         

注： EPM 11.1.2.x を使用している場合は、互換性の設定は必要ありません。

4 regSyncUtil_OBIEE-TO-EPM.zipをダウンロードします。(バグ 11725145)ユー

ティリティを解凍し、Readme の指示に従ってユーティリティを実行します。

注： EPM 11.1.2.x を使用している場合は、レジストリでこのキーの同期を必

ず行ってください。

5 MSAD として外部ユーザー・ディレクトリを使用している場合は、次の追加の手順

を実行します:

1. css.jarに IdentityAssertion 権限を付与する手順は、次のとおりです

1. BI ドメイン(主に管理サーバー)が実行されていることを確認します。

2. 次の場所にある wlst.shまたは wlst.cmdを実行します

                        $MW_HOME/oracle_common/common/bin

                     

3. 次に示すように、WLST 接続コマンドを実行します:

                        connect("

                        WLS_ADMIN_USERNAME

                        ","

                        WLS_ADMIN_PASSWORD

                        ","t3://

                        HOSTNAME

                        :

                        ADMIN_PORT

                        ")

                     

例:

                        wls:/offline> connect("Administrator","Admin123","t3://

localhost:7001")

                     

4. 次に示すように、WLST ランタイム・コマンドを実行します:

runtime()

例:

                        wls:/bifoundation_domain/serverConfig> runtime()
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5. 次に示すように、WLST grantPermission コマンドを実行します:

                        grantPermission(codeBaseURL="file:${hyperion.home}/common/CSS/

11.1.2.0/lib/

css.jar",permClass="oracle.security.jps.JpsPermission",permTarget="Identit

yAssertion")

                     

例:

                        wls:/bifoundation_domain/

runtime>grantPermission(codeBaseURL="file:${hyperion.home}/common/CSS/11.

1.2.0/lib/

css.jar",permClass="oracle.security.jps.JpsPermission",permTarget="Identit

yAssertion")

                     

grantPermission()コマンドが正常に実行されると、次の情報が表示さ

れます:

ロケーションがdomainRuntimeツリーに移動しました。これは、DomainMBeanをルートとする

読取り専用のツリーです。詳細は、

help(domainRuntime)を使用してください。

IdentityAssertion 権限が css.jarに付与された場合は、上のコマンド

の実行後に、確認のメッセージが表示されます。

2. 管理サーバー、管理対象サーバーおよび依存している OPMN プロセスを

含め、BI ドメインをシャット・ダウンします。

3. バグ 13059356 から 13059356.zipをダウンロードし、圧縮されたファイル

を次の場所に解凍します:

                  %BI_ORACLE_HOME%/OPatch/

               

4. %BI_ORACLE_HOME%に oraInst.Locが含まれていることを確認します。そ

うでない場合は、次を参照します:

                  %BI_ORACLE_HOME%\bifoundation\provision\scripts\bidomain\inst

               

そして oraInst-template.Locを%BI_ORACLE_HOME%の場所にコピーして、

oraInst.Locという名前に変更します。

5. コマンド・プロンプトを起動して、ディレクトリを次に変更します:

                  %BI_ORACLE_HOME%/OPatch

               

フォルダ。次の OPatch コマンドを使用して、OPatch を適用します:

                  opatch apply 13059356 -oh %BI_ORACLE_HOME% -jdk %BI_ORACLE_HOME%/jdk 

-invPtrLoc %BI_ORACLE_HOME%/oraInst.loc
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成功のメッセージが表示されます。

コマンドが機能せず、次のようなメッセージとともにエラーが表示される

場合: OCM 構成の応答ファイルが存在しないか、読み取ることができませ

ん。有効な応答ファイルを指定してください。次を実行してください:

次のコマンドを実行します:

                  %ORACLE_HOME%\ccr\bin\emocmrsp.bat -no_banner -output c:\out.rsp

               

次に、Opatch コマンドを実行します:

                  opatch apply 13059356 -oh "c:\obiee\oracle_bi1" -ocmrf c:\out.rsp -jdk 

"c:\obiee\oracle_bi1\jdk" -invPtrLoc "c:\obiee\oracle_bi1\oraInst.loc"

               

注： OPatch は正常に適用する必要があります。

注： MSAD として外部ディレクトリを使用している場合は、上の手順を

追加で実行する必要があります。

6 OBIEE で外部ユーザー・ディレクトリを構成する際に、jps-config.xmlファイル

で virtualize プロパティが true に設定されているとします

            BI_DOMAIN_HOME

            /config/fmwconfig/jps-config.xml

         

次の手順を実行します:

l setDomainEnv.cmdを編集します。次のパスから:

                  BI_DOMAIN_HOME

                  /bin/

               

次のコマンド行を追加します:

                  Set EXTRA_JAVA_PROPERTIES=-Dcommon.components.home=

%COMMON_COMPONENTS_HOME% -Didstore.identityAttribute=objectguid 

%EXTRA_JAVA_PROPERTIES% export EXTRA_JAVA_PROPERTIES

               

l 構成されている外部ユーザー・ディレクトリ(OID/MSAD)のタイプに基づ

き、次に示すように、Didstore.identityAttributeの値をそれぞれに設

定する必要があります:

Microsoft Active Directory = objectguid

Oracle Internet Directory | Oracle Virtual Directory = orclguid

7 OBIEE で外部ユーザー・ディレクトリを構成する際に、jps-config.xmlファイル

で virtualize プロパティが false に設定されているとします
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            BI_DOMAIN_HOME

            /config/fmwconfig/jps-config.xml

         

次の手順を実行します:

l デフォルトの一意の ID 属性を使用し、WLS セキュリティ・レルムで認証

プロバイダとして構成されている外部ユーザー・ディレクトリが 1 つのみ

で、スタック内の最初のプロバイダとして順序付けられている場合、それ

以上のアクションは必要ありません。この場合は、次の

DIRECTORY_TYPE=IDENTITY_ATTRIBUTE が使用されます

Microsoft Active Directory = objectguid

Oracle Internet Directory | Oracle Virtual Directory = orclguid

Novell EDirectory = guid

Sun One Directory = nsuniqueid

Open Ldap = entryuuid

l WLS セキュリティ・レルムで外部 LDAP ユーザー・ディレクトリ認証プロ

バイダが、上のデフォルトとは異なる一意の ID 属性を使用するよう構成

されている場合は、次の場所にある BI ドメインの setDomainEnv.shファ

イルに Java システム・プロパティ idstore.identityAttributeが渡され

ます

                  BI_DOMAIN_HOME

                  /bin/

               

例:

                  set EXTRA_JAVA_PROPERTIES= -Dcommon.components.home=

%COMMON_COMPONENTS_HOME% -Didstore.identityAttribute=customguid 

%EXTRA_JAVA_PROPERTIES% export EXTRA_JAVA_PROPERTIES

               

8 管理サーバーおよび管理対象サーバーを含め、BI ドメインを再起動します。

9 管理サーバーまたは管理対象サーバーに依存している OPMN プロセスを再起動し

ます。

10 外部ディレクトリ・ユーザーのログイン情報を使用して Oracle Financial Management

Analytics にログインすると、ダッシュボードを表示できます。
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3
製品アーキテクチャの理解

この章の内容

アーキテクチャの概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

Oracle BI リポジトリ(RPD) .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 22

Oracle BI プレゼンテーション・カタログ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 26

アーキテクチャの概要
Financial Management と Oracle BI EE の統合は Financial Management ADM ドライバ

を介して管理され、BI サーバーに次のコンポーネントをインストールする必要が

あります:

l Oracle BI EE 11g とそのコンポーネント

l Financial Management ADM ドライバ

注： コンポーネントの完全なリストおよびサポートされるリリースについては、

第 4 章「ハードウェアおよびソフトウェアの前提条件の設定」を参照してく

ださい。
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表 2 Oracle Financial Management Analytics のコンポーネント

コンポーネン
ト

説明 関連ドキュメント

データベース Financial Management の場合、データベースは、Financial
Management または Financial Close Management でサポートされ

ている任意のリレーショナル・データベース(Oracle、SQL
Server など)にすることができます。

Financial Close Management の場合、SQL データベースと Oracle
データベースの両方がサポートされます。

関連するデータベースのド
キュメントを参照してくださ
い。

Financial
Management
(HFM)および

Financial
Management ク
ライアント

Financial Management には、エンタープライズの財務情報の

統合ビューが用意されており、グローバル・ソースのパ
フォーマンスと運用の主要なメトリックが集計されます。

HFM クライアント層にはユーザー・インタフェースが含ま

れ、アプリケーション層と通信できます。データおよびメ
タデータを表示して、この層にデータを入力できます。

次のドキュメントを参照して
ください:

l Oracle Hyperion Financial
Management ユーザー・ガ

イド

l Oracle Hyperion Financial
Management 管理者ガイド

Financial
Management
Analytic Data
Modeling (ADM)
ドライバ

データ・ソースには、データ・ソースの特性を一般的な
ADM モデルにマッピングする ADM ドライバがアクセスしま

す。

ADM ドライバは Oracle BI サーバーとの接続の作成に使用さ

れ、認証や認可など、すべてのデータ・アクセス操作およ
び取得操作を可能にします。

Oracle(R) Fusion Middleware
Oracle Business Intelligence
Enterprise Edition メタデータ・

リポジトリ・ビルダー・ガイ
ド

Financial Close
Management

Financial Close Management 内の Close Manger モジュールは、

企業が決算期間の相互依存アクティビティを定義、実行お
よびレポートするのに役立ちます。すべての決算プロセ
ス・タスクを集中監視し、決算プロセスの実行を記録する

次のドキュメントを参照して
ください:
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コンポーネン
ト

説明 関連ドキュメント

ための目に見える自動化された繰返し可能なシステムを提
供します。

Close Manger モジュールからの情報は、決算スケジュール

の要約およびスケジュールの比較レポートに使用されま
す。ダッシュボードには、次のレポートが表示されます:

l スケジュールの要約

l スケジュールの傾向

l スケジュールのマイルストーン

l スケジュールのロードブロック

l スケジュールの比較

Financial Close Management 内の Account Reconciliation Manager
モジュールは、企業が財務情報の正確性の検証、特定の取
引が成功したかどうかの確認、またはデータの検証を行う
際に役立ちます。勘定科目調整の追跡は、決算サイクルの
一部として管理されます。

Account Reconciliation Manager モジュールからの情報は、次

のレポートを表示するためにダッシュボードで使用されま
す:

l 調整要約

l 見積もり試算表

l パフォーマンス分析

l 調整分析

l トレンド分析

l Oracle (R)  Financial Close
Management ユーザー・ガ

イド

l Oracle(R) Financial Close
Management 管理者ガイド

 

Oracle BI EE Oracle BI EE にはあらゆるビジネス・インテリジェンス機能

が備わっており、組織の最新データの収集、わかりやすい
形式(テーブルやグラフ)でのデータの表示、および組織の

従業員への適切なタイミングでのデータの配信が可能にな
ります。

次の Oracle BI EE コンポーネントが使用されます:

l BI サーバー: Oracle BI 分析サーバーは、高度な計算と統

合のエンジンを提供し、ユーザー要求やデータ・ソー
スの基礎となるクエリーの処理に使用されます。

l BI 管理ツール: データ・ソースへの接続の作成、および

リポジトリ・ファイル(RPD)の作成に使用されます。

管理ツールには次の 3 つのレイヤーがあります:

m 物理レイヤー

m ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー

m プレゼンテーション・レイヤー

l BI プレゼンテーション・サービス: アドホック分析およ

び対話型ダッシュボードの作成に使用されます。

次のドキュメントを参照して
ください:

l BI サーバーの場合は、

Oracle(R) Fusion Middleware
Oracle Business Intelligence
Enterprise Edition インテグ

レータ・ガイドを参照し
てください

l BI 管理ツールの場合は、

『Oracle(R) Fusion Middleware
管理者ガイド』を参照し
てください

l BI プレゼンテーション・

サービスの場合は、
Oracle(R) Fusion Middleware
Oracle Business Intelligence
Enterprise Edition 開発者ガ

イドを参照してください
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コンポーネン
ト

説明 関連ドキュメント

Oracle BI プレ

ゼンテーショ
ン・カタログ
または Web カ

タログ

アプリケーション・ダッシュボードおよびレポート定義が
格納され、権限やダッシュボードのアクセスに関するグ
ループごとの情報が含まれます。

26 ページの「Oracle BI プレゼンテーション・カタログ」

を参照してください。

Oracle(R) Business Intelligence
Presentation Services 管理ガイ

ド

Shared Services
(HSS)

Oracle Financial Management Analytics の認可されたすべてのユー

ザーには、Financial Management に対する権限が必要です。

ユーザー・プロビジョニングおよびデータの認証は、Shared
Services を使用して Financial Management で管理されます。

Oracle(R) Hyperion Enterprise
Performance Management System
ユーザーおよび役割セキュリ
ティ・ガイド

Oracle Financial
Management
Analytics

ダッシュボードに Financial Management、FDM および Financial
Close Management のデータが表示されます。

Oracle(R) Financial Management
Analytics ユーザー・ガイド

FDM FDM は、財務エグゼクティブがデータ移動プロセスのス

テータスを分析し、決算プロセス全体に迅速に転換するた
めの適切なアクションを実行する際に役立ちます。

FDM からの情報は、次のレポートを表示するためにダッ

シュボードで使用されます:

l 最新の失敗

l ワークフローの要約

l ワークフロー・トレンド分析

l ワークフロー・タイムライン・ビューア

『Oracle(R) Hyperion Financial
Data Quality Management 管理者

ガイド』

Oracle BI リポジトリ(RPD)
Oracle BI リポジトリ(RPDファイル)には、BI サーバーのメタデータが格納されま

す。メタデータは、論理スキーマ、物理スキーマ、物理から論理へのマッピング、

集計テーブル・ナビゲーションやその他の構成体を定義します。Oracle BI リポジ

トリは、Oracle BI 管理ツールを使用して編集できます。

Oracle Financial Management Analytics では、初めて構成ユーティリティを実行する

際に FinancialManagementAnalytics.rpdが作成され、2 回目以降の場合は更新

されます。

Oracle BI 管理ツールの 3 つのレイヤーが Oracle Financial Management Analytics ダッ

シュボードの管理に使用されます:

l 23 ページの「物理レイヤー」

l 25 ページの「プレゼンテーション・レイヤー」

l 25 ページの「ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー」

リポジトリを保存するたびに、グローバルな整合性をチェックするかどうかを確

認するダイアログ・ボックスが表示されます。リポジトリ・ファイルの整合性を

チェックしてください。次に示す、既知の警告メッセージが表示される場合があ

りますが、アクションは不要です: グローバルな整合性のチェックの詳細は、
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『Oracle(R) Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition メタデー

タ・リポジトリ作成者ガイド』を参照してください。

l データベース'HFM'の機能がデフォルトと一致しません。この結果、問合せ問

題が発生する可能性があります。

l データベース'FCM'の機能がデフォルトと一致しません。この結果、問合せ問

題が発生する可能性があります。

リポジトリ・ファイルの詳細は、『Oracle(R) Fusion Middleware Oracle Business

Intelligence Enterprise Edition メタデータ・リポジトリ作成者ガイド』を参照してく

ださい。

物理レイヤー
Oracle BI リポジトリの物理レイヤーは、BI サーバーがクエリーを送信するデー

タ・ソース、および物理データベースと、複数のデータ・ソース・クエリーの処

理に使用されるその他のデータ・ソース間の関係を定義します。物理次元内の各

物理階層には、物理データベースまたはキューブの列が含まれます。

FinancialManagementAnalytics.rpdには、次の各製品のデータとメタデータを

定義する 3 つのデータ・ソースがあります: Financial Management、FDM および

Financial Close Management。

Financial Management のデータ・ソースには、物理レイヤーに次の要素が含まれて

います:

l 23 ページの「Financial Management の標準次元」

l 24 ページの「メンバー・プロパティ」

Financial Close Management のデータ・ソースには、Financial Close Management デー

タベースに必要なテーブルがあります。

Financial Management の標準次元

Financial Management または Financial Close Management アプリケーションの次元

は、物理レイヤーで直接使用できます。

Financial Management の標準的なすべてのデータベースまたはキューブには、次の

標準次元が含まれています:

l シナリオ

l 年

l 期間

l エンティティ

l 値

l 勘定科目

l ICP (内部取引)

l ビュー
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l カスタム次元

注： リリース 11.1.2.2 以降、Financial Management では(2 から N)のカスタム

次元がサポートされています。

メンバー・プロパティ

物理階層の各次元では、次の次元メンバー・プロパティを使用できます:

l ClassType - このメンバーは、勘定科目次元(ClassType=AccountMem)を除き、ほ

とんどの次元で null です。

l Description - このメンバーは、メンバーのオプションの説明を提供します。

l Gen (世代) - 階層上部からのメンバーの深さとして定義されたメンバーの世代

数。最上位メンバーは世代 1 に属します。最上位メンバーの子は世代 2 に属す

る、というように続きます。

l Level - Financial Management で使用できるレベルは 2 つのみです:

m すべてのリーフ・メンバーはレベル 0 に属します

m その他のメンバーはレベル 1 に属します

l Name - 一意のメンバー名。

l Parent Key - このメンバー・プロパティは、Financial Management の結果の上に

生成され、親メンバー名を提供します。

l ShortName - 大多数の次元では、ShortName プロパティに Name と同じ値が含

まれます。

重要な例外の 1 つはエンティティ次元です。エンティティ次元では、複数の

メンバーで同じ ShortName が頻繁に共有されますが、異なる代替階層を介し

てロールアップされるため、Name の値が異なります。

l Sort Order - ソート順は、メンバーのソート順を提供し、Financial Management

の結果の上に生成されます。
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ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー
ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーは、ビジネスまたは論理のデータ・モ

デルを定義する Oracle BI リポジトリのレイヤーで、ビジネス・モデルと物理レイ

ヤー・スキーマ間のマッピングを指定します。このレイヤーには、1 つ以上のビ

ジネス・モデルが含まれます。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーにより、ユーザーが参照する分析動作

が決定され、ユーザーが使用可能なオブジェクトのセットが定義されます。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーには、論理テーブルが存在します。各

ビジネス・モデルに定義されている論理スキーマには、少なくとも 2 つの論理テー

ブルが含まれている必要があり、それらの関係を定義する必要があります。各論

理テーブルには、1 つ以上の論理列と、それに関連付けられた 1 つ以上の論理テー

ブル・ソースがあります。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの作成および管理の詳細は、Oracle(R)

Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition メタデータ・リポジ

トリ・ビルダー・ガイドを参照してください。

プレゼンテーション・レイヤー
プレゼンテーション・レイヤーは、カスタマイズされた安全な役割ベースのビジ

ネス・モデルのビューをユーザーに作成する場所です。

プレゼンテーション・レイヤー・ビューは、サブジェクト・エリアと呼ばれます。

サブジェクト・エリアはビジネス・モデルと同一にすることも可能ですが、単一

のサブジェクトを表示する、またはビジネス役割をサポートする、より小規模で

役割ベースのサブジェクト・エリアにすることも可能です。サブジェクト・エリ

アを形成するために様々なテーブル、列、属性をグループ化することで、ユーザー

にわかりやすいようにコンテンツを編成できます。

サブジェクト・エリアは、プレゼンテーション・サービスおよびアンサーで使用

でき、ユーザーはこれを使用してメタデータの分析を作成できます。分析および
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アンサーの詳細は、Oracle Business Intelligence Enterprise Edition を参照してくださ

い。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーを作成したら、ビジネス・モデル全体

を、管理ツールのプレゼンテーション・レイヤーにドラッグできます。または、

サブジェクト・エリアとその他のプレゼンテーション・レイヤー・オブジェクト

を手動で作成することもできます。

既存の Oracle BI アプリケーションのリポジトリを使用し、そのコンテンツをカス

タマイズしている場合は、カスタマイズされた既存のリポジトリを、Oracle BI ア

プリケーションとともに受け入れる新しい Oracle Financial Management Analytics の

リポジトリと手動でマージできます。

詳細は、Oracle(R) Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition メ

タデータ・リポジトリ・ビルダー・ガイドを参照してください。

Oracle BI プレゼンテーション・カタログ
Oracle BI プレゼンテーション・カタログ(Web カタログ)には、アプリケーション・

ダッシュボードおよびレポート定義が格納され、権限やダッシュボードのアクセ

スに関するグループごとの情報が含まれます。Oracle Financial Management Analytics

の場合、カタログは FinancialManagementAnalyticsフォルダにあります。

Oracle BI プレゼンテーション・カタログは、ビジネス・インテリジェンス・オブ

ジェクトを格納し、ユーザーがオブジェクトの作成、アクセスおよび管理を行う

インタフェースを提供して、オブジェクト・ベースの特定のタスク(エクスポー

ト、印刷、編集など)を実行します。カタログは、共有または個人のいずれかの

フォルダに編成されます。

Oracle BI EE がその他の Oracle アプリケーションと統合されている場合、それらの

アプリケーション内で作成されたオブジェクトもカタログに格納されます。たと

えば、Oracle BI Publisher が Oracle BI EE と統合されている場合、データ・モデル、

レポート、およびスタイル・テンプレートとサブテンプレートもカタログに格納

され、カタログからアクセスすることが可能です。

Oracle BI プレゼンテーション・カタログで実行可能な多くの操作は、Oracle BI プ

レゼンテーション・サービス外に存在するカタログ・マネージャで実行できます。

カタログ・マネージャの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence

Enterprise Edition システム管理者ガイドを参照してください。
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4
ハードウェアおよびソフト

ウェアの前提条件の設定

この章の内容

Oracle Financial Management Analytics 管理者に対する認可. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27

システムおよびハードウェアの前提条件. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 27

ソフトウェアの前提条件. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28

サポートされているコンポーネント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28

Oracle Financial Management Analytics 管理者に
対する認可
Oracle Financial Management Analytics をインストールする前に、Oracle Financial

Management Analytics の管理ユーザー(admin)に次の認可があることを確認します:

l インストールに使用されるディレクトリへの書込みアクセス権

l 関連付けられたすべてのソフトウェアに対する管理権限

注： Financial Close Management データベースに対する管理権限(構成中のみ必

要)。

システムおよびハードウェアの前提条件
ターゲット・マシンでインストーラを実行するには、選択した Financial Management

バージョンで、互換性のある次のハードウェア・システムのいずれかを使用でき

る必要があります。

表 3 ハードウェア前提条件

Financial Management のバージョ

ン

オペレーティング・システム

11.1.2.2.300 32 ビットおよび 64 ビットの両方のオペレーティングシステムをサポート:

l Windows 2003

l Windows 2008 R2

注意 追加のパッチが必要かどうかを確認するには、28 ページの「サポートさ

れているコンポーネント」を参照してください。
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インストーラにより、ターゲット・マシンのオペレーティング・システムが確認

されます。ハードウェアおよびシステムの要件を満たしていない場合は、インス

トールでエラーが発生し、完了できません。

ソフトウェアの前提条件
Oracle Financial Management Analytics のインストールの前に、次の製品がインス

トールおよび構成され、Oracle Financial Management Analytics 管理者が製品を使用

できることを確認します。次のコンポーネントは同じマシンにインストールする

必要があります:

l Oracle BI EE 11g

l ADM ドライバを使用する Financial Management

適切なバージョンのリストについては、28 ページの「サポートされているコン

ポーネント」を参照してください

サポートされているコンポーネント
Oracle Financial Management Analytics のインストールの前に、コンポーネント製品

がインストールおよび構成され、Oracle Financial Management Analytics 管理者がコ

ンポーネント製品を使用できることを確認します。表 4 に記載されているように、

一部のコンポーネントは、Oracle Financial Management Analytics がインストールさ

れているのと同じシステムにインストールする必要があります。

このリリースの Oracle Financial Management Analytics では、次のコンポーネントが

サポートされています:

表 4 サポートされているコンポーネント

コンポーネント サポートされているバージョン

Oracle Financial Management Analytics のインストール先と同じシステムに次のコンポーネントをインストールしま

す:

Oracle BI EE 11g とそのコンポーネント
l 11.1.1.6.2 BP1

Financial Management
l リリース 11.1.2.2.300

Financial Close Management
l リリース 11.1.2.2.300 (このリリースでは、Oracle と MS SQL の

両方をサポートしています。)

FDM
l リリース 11.1.2.2.300

(このリリースでは、Oracle と MS SQL の両方をサポートして

います。)

28 ハードウェアおよびソフトウェアの前提条件の設定



コンポーネント サポートされているバージョン

Oracle Financial Management Analytics と同じシステムにインストールされている必要はありませんが、次のソフト

ウェアがインストールおよび構成され、Oracle Financial Management Analytics 管理者が使用できる必要がありま

す:

Oracle Hyperion Shared Services Oracle Enterprise Performance Management System でサポートされてい

るバージョン:

l リリース 11.1.2.2.300
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5
Oracle Financial Management

Analyticsのインストール

この章の内容

デフォルトのインストール・パス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 31

完全なインストールの実行. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 32

Oracle Financial Management Analytics のアンインストール. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 41

Oracle Financial Management Analytics は独立した製品としてインストールされ、事

前構築されたダッシュボードをインストールします。

使用している Windows オペレーティング・システムのバージョン(32 ビットまた

は 64 ビット)に応じて、インストール・ディレクトリ内のそれぞれの setup.exe

ファイルを使用できます。

インストール時、Oracle Financial Management Analytics インストーラによって、構

成ユーティリティ・ファイル、およびレポートとダッシュボードが含まれた

FinancialManagementAnalyticsカタログ・フォルダが Oracle Financial

Management Analytics ホームに配置されます。カスタム・インストールを実行し

て、インストールするコンポーネントを選択することもできます。

インストール後、第 6 章「Oracle Financial Management Analytics の構成」に記載の

ように、カスタム・アプリケーションを反映して製品を構成します。

各ダッシュボードの詳細は、『Oracle Financial Management Analytics ユーザー・ガ

イド』を参照してください。

次の項を参照してください:

l 31 ページの「デフォルトのインストール・パス」

l 32 ページの「完全なインストールの実行」

l 37 ページの「カスタム・インストールの実行」

l 41 ページの「Oracle Financial Management Analytics のアンインストール」

デフォルトのインストール・パス
インストール時、インストーラは、Oracle Financial Management Analytics のデフォ

ルトの Oracle ホームの場所を設定するために、マシンのどのドライブに最も空き

スペースがあるかを計算します。そのドライブがインストールに使用され、デフォ

ルトのパスは次のようにして設定されます:
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      OFMAHome_(number of the previous installation of OFMA + 1)

   

たとえば、C:ドライブに最大の空きディスク・スペースがあり、古い OFMA のイ

ンストールがない場合、デフォルトのパスは次のようになります

      C:\OFMAHome_1

   

完全なインストールの実行
Oracle Financial Management Analytics の完全なインストールでは、次のコンポーネ

ントが自動的にインストールされます:

l カタログ - レポートおよびダッシュボードが含まれる

FinancialManagementAnalyticsフォルダ

l 構成ユーティリティ

選択したコンポーネントでカスタム・インストールを実行するには、37 ページ

の「カスタム・インストールの実行」を参照してください。

ä Oracle Financial Management Analytics の完全なインストールを実行するには:

1 システムおよびソフトウェアのすべての前提条件を満たしていることを確認しま

す。次の項を参照してください:

l 27 ページの「システムおよびハードウェアの前提条件」

l 28 ページの「ソフトウェアの前提条件」

l 28 ページの「サポートされているコンポーネント」

2 Oracle BI EE がインストールされていることを確認します。

28 ページの「サポートされているコンポーネント」を参照してください。

3 My Oracle Support の Web ページ(https://support.oracle.com/)から OFMA インストーラ・

ファイルをダウンロードします。

4 Microsoft Windows オペレーティング・システム(32 ビットと 64 ビットのどちらの

バージョンを使用しているか)に基づいて、環境に適した setup.exeファイルを

選択します。

注： デフォルトのインストール・パスについては、31 ページの「デフォルト

のインストール・パス」を参照してください。

Oracle Universal Installer (OUI)の「ようこそ」画面が表示されます。
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5 「次へ」をクリックします。

6 「インストール・タイプの選択」画面で、「完全」を選択します。

完全なインストールでは、アプリケーションの次のコンポーネントが自動的

にインストールされます:

l カタログ - FinancialManagementAnalyticsフォルダ

l 構成ユーティリティ

カスタム・インストールを実行するには、37 ページの「カスタム・インス

トールの実行」を参照してください。
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7 オプション: 「製品の言語」をクリックして、アプリケーションで使用する言語を

設定します。

注： このリリースでサポートされている言語は英語のみです。

8 「次へ」をクリックします。

9 「ホームの詳細の指定」画面で、新しいインストールの詳細を入力します:

l 「名前」に、インストールの名前を入力します。デフォルトでは

Ora_OFMAxと設定されています(ここで、x は、OFMA の旧インストールに

1 を足した数を表します)。

l 「パス」にパスを入力するか、Oracle Financial Management Analytics のイン

ストール先を参照します。デフォルトでは、次にあります

                  C:\OFMAHome_

                  x

               

ここで、xは、OFMA の旧インストールに 1 を足した数を表します。
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10「次へ」をクリックします。

11「サマリー」画面で、選択したインストール・オプションを確認します。

変更が必要な場合は、「戻る」をクリックして変更を行います。

12「インストール」をクリックします。

インストールが開始されます。インストールが正常に終了すると、「インス

トールの終了」画面が表示されます。
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13「インストールの終了」画面で、「終了」をクリックします。

14「終了」ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックして、インストールを終了し

ます。
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15 第 6 章「Oracle Financial Management Analytics の構成」に記載のように、アプリケー

ションを構成します。

カスタム・インストールの実行
Oracle Financial Management Analytics のカスタム・インストールを使用すると、

個々のコンポーネントを個別にインストールできます。

注： このリリースでは、アップグレード・インストールはサポートされていま

せん。

注意 カスタム・インストールを行うには、Financial Management、FDM および

Financial Close Management の各アプリケーション、および Oracle BI EE に

関する業務上の深い知識を持っていることをお薦めします。Oracle Financial

Management Analytics システムの管理者であることもお薦めします。

ä Oracle Financial Management Analytics のカスタム・インストールを実行するに

は、:

1 システムおよびソフトウェアのすべての前提条件を満たしていることを確認しま

す。27 ページの「システムおよびハードウェアの前提条件」および 28 ページの

「ソフトウェアの前提条件」を参照してください。

2 Oracle BI EE がインストールされていることを確認します。

28 ページの「サポートされているコンポーネント」を参照してください。

3 Microsoft Windows オペレーティング・システム(32 ビットと 64 ビットのどちらの

バージョンを使用しているか)に基づいて、環境に適した setup.exeを選択しま

す。

注： デフォルトのインストール・パスについては、31 ページの「デフォルト

のインストール・パス」を参照してください。
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4 「次へ」をクリックします。

5 「インストール・タイプの選択」画面で、「カスタム」をクリックして、「次へ」を

クリックします。

6 オプション: 「製品の言語」をクリックして、アプリケーションで使用する言語を

設定します。

注： このリリースでサポートされている言語は英語のみです。

7 「次へ」をクリックします。

38 Oracle Financial Management Analytics のインストール



8 「ホームの詳細の指定」画面で、新しいインストールの詳細を入力します:

l 「名前」に、インストール名を入力します。

l 「パス」にパスを入力するか、Oracle Financial Management Analytics のイン

ストール先を参照します。

9 「使用可能な製品コンポーネント」画面で、インストールするコンポーネントを選

択して、「次へ」をクリックします。

次に示すコンポーネントの一方または両方を選択する必要があります:

l カタログ - FinancialManagementAnalyticsフォルダ

l 構成ユーティリティ
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10「サマリー」画面で、インストール対象として選択されているコンポーネントを確

認し、「インストール」をクリックします。

選択内容を変更する場合は、「戻る」をクリックして該当の画面に戻り、変更

を行います。

11「インストール」画面で、インストールの進行状況を監視します。

12 インストールが正常に完了したら、「終了」をクリックします。
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13「終了」ダイアログ・ボックスで「はい」をクリックして、インストールを終了し

ます。

14 第 6 章「Oracle Financial Management Analytics の構成」に記載のように、アプリケー

ションを構成します。

Oracle Financial Management Analytics のアンイ
ンストール

ä Oracle Financial Management Analytics をアンインストールするには:

1 アンインストールするアプリケーションのカタログおよびリポジトリ・ファイル

をバックアップします。

アンインストール中には、最後のインストール以降に変更されたものを除き、

これらのカタログおよびリポジトリ・ファイルが削除されます。

2 メイン・メニューから「スタート」、「すべてのプログラム」、「Oracle Financial

Management Analytics」、「Uninstaller」の順に選択します。

「インベントリ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3 「インベントリ」ダイアログ・ボックスの「内容」タブで、Oracle Financial Management

Analytics のインストール・ディレクトリ(Ora_OFMA1など)を選択し、「削除」をク

リックします。

4 「確認」画面で、アンインストール対象として、適切な製品と依存コンポーネント

が選択されていることを確認し、「はい」をクリックします。

Oracle Financial Management Analytics のアンインストール 41



Oracle Financial Management Analytics がアンインストールされます。
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6
Oracle Financial Management

Analyticsの構成

この章の内容

構成ユーティリティでの選択 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 43

構成チェックリスト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 44

構成ユーティリティの実行. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 45

製品構成の実行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47

システム構成の実行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 58

BI サーバーへのカタログおよびリポジトリのアップロード . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 62

インストールおよび事前構成作業が完了したら、サーバー・マシンの構成を完了

する必要があります。

構成を実行するには、構成ユーティリティを実行します。

構成ユーティリティでの選択
構成ユーティリティを使用する際、勘定科目やエンティティなどの選択時には、

レポートの指定されたユーザーに、選択された次元またはメンバーへの完全なア

クセス権があることを確認してください。構成設定のすべてのリストは、次の場

所にある OFMA.logでも確認できます。

      C:\OFMAHome_1\OFMA

   

階層から次元およびメンバーを選択するには、次のオプションを使用します:

l 階層内で親を選択し、レポートに親メンバーのみを表示します。その親の子

は選択しません。

l 階層から子を選択するには、親メンバーを選択してから をクリックし、

「子」を選択します。

l 階層から兄弟を選択するには、任意のノード・メンバーを選択してから

をクリックし、「兄弟」を選択します。

l 階層で子を個別に選択し、レポートに子のみを別途表示します。

l ある範囲の次元メンバーを選択するには、[Shift]を押しながら範囲内の最初と

最後のエントリを選択します。その範囲内のすべてのエントリが表示されま

す。

l 複数の次元メンバーをランダムに選択するには、[Ctrl]を押しながら個々のエ

ントリを選択します。選択したエントリのみが表示されます。
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l 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。

構成チェックリスト
Oracle Financial Management Analytics の構成では、構成ユーティリティ・ウィザー

ドを実行し、アプリケーションを起動する前に手動で一連の関連手順を完了しま

す。

構成の完了に必要な手順を、次のチェックリストに示します。

表 5 構成チェックリスト

タスク リファレンス

構成ユーティ
リティの実行

構成ユーティリティ・ウィザードで、次の各タスクを実行します:

OFMA 構成ユーティリティを起動するには、45 ページの「構成ユーティリティの実行」を参

照してください

構成のタイプの選択:

l 製品構成

l システム構成

製品構成の設
定

製品構成では、次を実行します:

Financial Management 構成の設定は、47 ページの「Financial Management の製品構成の実行」を

参照してください

l システム設定

l シナリオの選択

l 地域の選択

l デフォルト次元

l KPI の選択

l 財務諸表

l 一定割合マッピング

l 販売分析

l 原価分析

l カスタムごとの分析

l 要約および保存構成

Financial Close Management (CM/ARM)構成の設定は、55 ページの「Financial Close Management の製

品構成の実行」を参照してください

l システム設定

l モジュールの選択

l 要約および保存構成

FDM 構成の設定は、57 ページの「FDM の製品構成の実行」を参照してください

l システム設定

l 要約および保存構成
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タスク リファレンス

システム構成
の設定

システム構成では、次を実行します:

Financial Management 構成の設定は、59 ページの「Financial Management のシステム構成の実行」

を参照してください

l システム設定

l 要約および保存構成

Financial Close Management (CM/ARM)構成の設定は、60 ページの「Financial Close Management のシ

ステム構成の実行」を参照してください

l システム設定

l モジュールの選択

l 要約および保存構成

FDM 構成の設定は、61 ページの「FDM のシステム構成の実行」を参照してください

l システム設定

l 要約および保存構成

RPD およびカ

タログ・ファ
イルのアップ
ロード

BI サーバーへのカタログおよびリポジトリのアップロードは、62 ページの「BI サーバーへ

のカタログおよびリポジトリのアップロード」を参照してください

構成ユーティリティの実行
Oracle Financial Management Analytics のインストール後に、構成ユーティリティを

使用して、ダッシュボード、ダッシュボード・プロンプト、レポートでの表示に

必要な Financial Management、FDM および Financial Close Management の製品メタ

データを定義します。また、構成ユーティリティを使用して、Financial Close

Management および FDM アプリケーションのデータ・ソースを接続します。

構成ユーティリティは、Oracle Financial Management Analytics の構成の変更、また

は構成の作成に使用できます。既存のリポジトリを Oracle Financial Management

Analytics リポジトリとマージするには、『Oracle(R) Fusion Middleware Oracle Business

Intelligence Enterprise Edition メタデータ・リポジトリ作成者ガイド』を参照してく

ださい。

注意 構成ユーティリティを実行するには、Financial Management アプリケーショ

ンと Financial Close Management アプリケーションに関する業務上の深い知

識を持っていること、および Oracle Financial Management Analytics のシス

テム管理者であることをお薦めします。

注： 構成ユーティリティを実行する前に、BI 管理サーバーと Financial Management

アプリケーションが実行中であることを確認してください。
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ä 構成ユーティリティを実行するには:

1 メイン・メニューから、「スタート」、「すべのプログラム」、「Oracle Financial

Management Analytics」、「Configuration Utility」の順に選択します。

2 「ようこそ」画面で、「製品構成」または「システム構成」を選択します。デフォ

ルトでは、「製品構成」が選択されています。「システム構成」を実行するには、

58 ページの「システム構成の実行」を参照してください

3 「ようこそ」ページに、「カタログの場所」および「リポジトリの場所」のデフォ

ルトのパスが自動的に表示されます。パスの詳細は変更できません。

注： 構成ユーティリティを初めて実行する場合には、リポジトリ・パスの場

所に次のメッセージが表示されます: 「リポジトリは、構成の送信後に

生成されます」。2 回目以降のユーザーの場合は、リポジトリの場所が自

動的に取得されます。パスの場所は変更できません。

デフォルトでは、カタログおよびリポジトリのパスは同じです。パスの詳細:

            OFMA Installed Location

            \OFMAHome_1\OFMA

         

4 「ようこそ」ページに、RPDパスワードと「確認のパスワード」を入力します。

注： 構成ユーティリティを始めて実行する場合は、このフィールドに指定す

るパスワードがリポジトリ・パスワードとして設定されます。

2 回目以降のユーザーが構成の変更を行う場合、パスワードは、最初の

構成時に指定したリポジトリ・パスワードに対して検証されます。

5 「検証」をクリックして、左側のパネルから製品を選択します。
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l HFM 構成の場合は、47 ページの「Financial Management の製品構成の実

行」を参照してください

l FCM 構成の場合は、55 ページの「Financial Close Management の製品構成

の実行」を参照してください

l FDM 構成の場合は、57 ページの「FDM の製品構成の実行」を参照して

ください

注： リポジトリ・パスワードが無効であるというエラー・メッセージが表示

される場合、またはリポジトリ・パスワードを忘れた場合は、システム

管理者に問い合せてください。

製品構成の実行
この項では、次のような様々な製品と正常に連携するように、Oracle Financial

Management Analytics の製品構成関連の情報を説明します: Financial Management、

Financial Close Management (Close Manager と Account Reconciliation Manager の両方

のモジュールを含む)、および FDM 製品。OFMA ダッシュボードにレポートやグ

ラフを表示するには、これらの基本的な製品の設定が必要です。

Oracle Financial Management Analytics ダッシュボードに表示される必要なデータを

制限するには、Financial Management の構成設定のみを実行するなど、必要な製品

の構成設定のみを行います。必要な場合には、Oracle Financial Management Analytics

構成ユーティリティを再度起動し、残りの製品の構成設定を実行できます。

注： 必要な手動の手順がすべて実行されて保存されるまで、製品の構成設定は

「未完」と表示されます。

Financial Management の製品構成の実行

構成ユーティリティを使用すると、Financial Management アプリケーションに接続

できますが、メタデータ情報のみを抽出できるように、Financial Management サー

バーの詳細を指定する必要があります。

注： 表示される勘定科目のメンバーは、Financial Management のセキュリティ・

クラスを使用して構成されているユーザー権限によって決まります。

ä Financial Management 構成を設定するには、次の手順に従います:

1 「HFM 構成」画面で、次の手順に従います:

「HFM 接続の詳細」で、必要なオプションを選択します:

l クラスタ名、または Financial Management アプリケーションが存在する

「サーバー名」を入力します。

l Oracle Financial Management Analytics で使用する Financial Management アプ

リケーションの「アプリケーション名」を入力します。
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l Financial Management アプリケーションに関連付けられている「ユーザー

名」と「パスワード」を入力します。このユーザーが Financial Management

データにアクセスするには、適切な権限と役割が必要です。

「次へ」をクリックします。

2 「システム設定」画面で、次に示す Financial Management の設定を実行します:

「構成ファイルの更新」で、必要なオプションを選択します:

l Hyperion Financial Management のデータ・ソースへの接続に必要な

「Configure OPMN.xml」を選択します。更新された OPMN.xmlファイルが、

次の場所にアップロードされます:

                  C:\obiee\instances\instance1\config\OPMN\opmn\opmn.xml

               

l NQSConfig.iniファイル関連の変更をアップロードするには、

「NQSConfig.ini ファイルの構成」を選択します。

「BI サーバーの詳細」ボックスで、次の Oracle BI EE の設定を実行します:

l 「BI サーバー名」は、Oracle BI EE サーバーをホストするコンピュータの名

前です。

l Port は、Oracle BI EE サーバーのポート番号です

l 「ユーザー名」に、管理者ユーザーの名前を入力します。

l 「パスワード」に、管理者パスワードを入力します。

「次へ」をクリックします。
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3 「シナリオの選択」画面で、メンバーをマップする「選択したメンバー」ボックス

内のセルを選択するか強調表示し、「使用可能なメンバー」から必要なシナリオ・

メンバーを選択します。

同様に、シナリオ・メンバーごとに上の手順を実行し、「次へ」をクリックし

ます。

注： シナリオの選択は相互に排他的であるため、慎重に行う必要がありま

す。

4 「地域の選択」画面で、ダッシュボードに表示する必要な地域を選択し、矢印ボタ

ンを使用して必要な地域を「エンティティに使用可能なメンバー」から「選択し

たメンバー」に移動し、「次へ」をクリックします。
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注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。

5 「デフォルト次元」画面で、メンバーをマップする「選択したメンバー」ボックス

内のセルを選択し、「使用可能なメンバー」リスト(右側)から次元メンバーを選択

します。

次元ごとに上の手順を実行し、「次へ」をクリックします。

注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。

注： 「使用可能なメンバー」リストからデフォルトの「期間」次元を選択す

ると、基本メンバーのみが表示されます。
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6 「KPI の選択」画面で、ダッシュボードに表示する必要な勘定科目を選択し、矢印

ボタンを使用して必要な勘定科目を使用可能なリストから選択したリストに移動

し、「次へ」をクリックします。

注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。

7 「財務諸表」画面で、メンバーをマップする「選択したメンバー」ボックス内のセ

ルを選択し、「使用可能なメンバー」から勘定科目メンバーを選択します。

次の財務諸表タブ: 「貸借対照表」、「キャッシュ・フロー」および「収益」に

上の手順を実行し、「次へ」をクリックします。
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注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。

注： 財務諸表勘定科目の選択は相互に排他的であるため、慎重に行う必要が

あります。

8 「一定割合マッピング」画面で、「一定割合の履歴」リストから必要な次元メンバー

を選択し、メンバーをマップする「選択したメンバー」ボックス内のセルを選択

するか強調表示して、「使用可能なメンバー」から次元メンバーを選択し、「次へ」

をクリックします。

注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。
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9 「販売分析」画面で、勘定科目メンバーをマップする「選択したメンバー」ボック

ス内のセルを選択し、「使用可能なメンバー」から必要な次元メンバーを選択し

て、「次へ」をクリックします。

注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。

10「原価分析」画面で、「原価勘定科目」タブを選択し、メンバーをマップする「選

択したメンバー」ボックス内のセルを選択し、「使用可能なメンバー」リストから

必要な勘定科目メンバーを選択します。

注： 検索オプションでは大文字と小文字が区別されます。
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11「原価分析」画面で、「支出カテゴリ」タブを選択し、「使用可能なメンバー」リス

トから必要な勘定科目メンバーを選択して、「選択したメンバー」ボックスに必要

な勘定科目を移動します。

12「カスタムごとの分析」画面で、リストから必要な「カスタム次元」を選択し、メ

ンバーをマップする「選択したメンバー」ボックス内のセルを選択して、「使用可

能なメンバー」リストから次元メンバーを選択し、「次へ」をクリックします。

注： 「一定割合マッピング」画面でカスタム次元を選択した場合は、「カスタ

ムごとの分析」画面に同じカスタム次元を選択しないことをお薦めしま

す。
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13「要約」画面に、Financial Management 構成の詳細と、ユーティリティを使用して

行った選択内容が表示されます。

14 構成の詳細の要約を確認したら、「保存」をクリックします。

注意 正しい構成の詳細が指定されていることを確認してください。「保存」

をクリックする前に、必要に応じて構成設定を変更できます。

Financial Close Management の製品構成の実行

ä Financial Close Management 構成を設定するには、次の手順に従います:

1 次の手順で示すように、「システム設定」画面で、Financial Close Management のデー

タベース構成設定を実行します:

l 「データベースの選択」から、「Oracle」または MS SQL を選択します。

Oracle データベースの場合を例にして説明します:

l 「サーバー名」に、Financial Close Management が実行されている Financial

Close Management データベース・サーバー名を入力します。

l 「ポート」に、ポート番号を入力します。

l 「サービス名」に、データベースに接続する際に使用する一意の名前また

は別名を入力します。

l 「ユーザー名」に、書込み権限のある Financial Close Management データベー

ス・スキーマのデータベース・ユーザー名を入力します。

l 「パスワード」に、Financial Close Management データベース・サーバーの

データベース・パスワードを入力します。

2 「次へ」をクリックして、データベース接続を確認します。
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3 「モジュールの選択」画面で、データベース構成に関連付ける必要なモジュールを

選択します。

4 オプション: 「Close Manager の構成」モジュールを選択します。

5 オプション: 「ARM 構成オプション」で、「Account Reconciliation Manager の構成」モ

ジュールを選択した場合は、次を実行します:

1. 必要な「通貨バケット」を選択します。

2. 必要な「レート・タイプ」を選択します。

注： Account Reconciliation Manager モジュールで単一通貨がサポートされ

ている場合、「通貨バケット」および「レート・タイプ」オプション

は無効になっています。

6 「次へ」をクリックして続行します。

「要約」画面に、ユーティリティを使用して行った選択が表示されます。
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7 構成の詳細の要約を確認したら、「保存」をクリックします。

注意 正しい構成の詳細が指定されていることを確認してください。「保存」

をクリックする前に、必要に応じて構成設定を変更できます。

FDM の製品構成の実行

ä FDM 構成を設定するには、次の手順に従います:

1 「システム設定」画面で、FDM データベース構成の設定を実行します:

l 「データベースの選択」ドロップダウン・オプションで、「Oracle」または

MS SQL の中からデータベースを選択します

たとえば、Oracle データベースについて考えます:

l 「サーバー名」に、FDM が実行されている FDM データベース・サーバー

名を入力します。

l 「ポート」に、ポート番号を入力します。

l 「サービス名」に、データベースに接続する際に使用する一意の名前また

は別名を入力します。

l 「ユーザー名」に、書込み権限のある FDM データベース・スキーマのデー

タベース・ユーザー名を入力します。

l 「パスワード」に、FDM データベース・サーバーのデータベース・パス

ワードを入力します。

製品構成の実行 57



2 「次へ」をクリックして続行します。要約の画面に、データベース接続の詳細が表

示されます。

3 構成の詳細の要約を確認したら、「保存」をクリックします。

注意 正しい構成の詳細が指定されていることを確認してください。「保存」

をクリックする前に、必要に応じて構成設定を変更できます。

システム構成の実行
この項では、Oracle Financial Management Analytics のシステム構成関連の情報を説

明します。システム構成中には、次のアクティビティが実行されます:

Financial Management の場合:

l OPMN.xmlファイル・エントリの更新

l NQSConfig.iniファイル・エントリの更新

FDM および Financial Close Management の場合

l TNSNames.ora (Oracle データベースの場合のみ)ファイル・エントリの更新

l システム・データ・ソース System DSN (MS SQL データベースの場合のみ)ファ

イル・エントリの作成

構成ユーティリティを使用すると、テスト環境から本番環境へリポジトリやカタ

ログを移動するための様々なサポートが可能になります。

注： 正常に移行するために、マシンには OBIEE の最新バージョンをインストー

ルする必要があります。
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テスト環境から本番環境への移行アクティビティの実行中には、マシンでのシス

テム構成の間に手動で手順を完了する必要があります。

移行する前に、次のチェックリストの内容を検証したことを確認する必要があり

ます:

l ターゲット・マシンに OBIEE がインストールされていること

l テスト・マシンで問題が発生することなく、既存の RPD およびカタログが正

常に機能すること

注： RPD の変更は、システム構成の影響を受けません。

Financial Management のシステム構成の実行

ä Financial Management のシステム構成を実行するには、次の手順に従います:

1 「ようこそ」画面で「システム構成」を選択し、「次へ」をクリックします。

2 左側のパネルで「OFMA 構成」ノードを展開し、「HFM 構成」を選択します。

3 「システム設定」画面の「構成ファイルの更新」ボックスで、次に示す Financial

Management のシステム設定を実行します:

l Hyperion Financial Management のデータ・ソースへの接続に必要な

「Configure OPMN.xml」を選択します。更新された OPMN.xmlファイルが、

次の場所にアップロードされます:

                  C:\obiee\instances\instance1\config\OPMN\opmn\opmn.xml

               

l NQSConfig.iniファイル関連の変更をアップロードするには、

「NQSConfig.ini ファイルの構成」を選択します。

「BI サーバーの詳細」ボックスで、次の Oracle BI EE の設定を実行します:

l 「BI サーバー名」は、Oracle BI EE サーバーをホストするコンピュータの名

前です。

l Port は、Oracle BI EE サーバーのポート番号です

l 「ユーザー名」に、BI 管理者ユーザーの名前を入力します。

l 「パスワード」に、BI 管理者パスワードを入力します。
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4 「次へ」をクリックして続行します。

「要約」画面に、ユーティリティを使用して行った選択が表示されます。「要

約」画面が表示されます。

5 構成の詳細の要約を確認したら、「保存」をクリックします。

注意 正しい構成の詳細が指定されていることを確認してください。「保存」

をクリックする前に、必要に応じて構成設定を変更できます。

Financial Close Management のシステム構成の実行

ä Financial Close Management のシステム構成を実行するには、次の手順に従いま

す:

1 「ようこそ」画面で「システム構成」を選択し、「次へ」をクリックします。

2 左側のパネルで「OFMA 構成」ノードを展開し、「FCM 構成」を選択します。

3 次の手順で示すように、「システム設定」画面で、Financial Close Management のデー

タベース構成設定を実行します:

l 「データベースの選択」ドロップダウン・オプションで、「Oracle」または

MS SQL の中からデータベースを選択します

l 「サーバー名」に、Financial Close Management が実行されている Financial

Close Management データベース・サーバー名を入力します。

l 「ポート」に、ポート番号を入力します。

l 「サービス名」に、データベースに接続する際に使用する一意の名前また

は別名を入力します。
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l 「ユーザー名」に、書込み権限のある Financial Close Management データベー

ス・スキーマのデータベース・ユーザー名を入力します。

l 「パスワード」に、Oracle Hyperion Financial Close Management データベー

ス・サーバーのデータベース・パスワードを入力します。

4 「次へ」をクリックして、データベース接続を確認します。

5 オプション: 「Close Manager の構成」モジュールを選択します。

6 オプション: 「Account Reconciliation Manager の構成」モジュールを選択します。

7 「次へ」をクリックして続行します。要約の画面に、データベース接続の詳細が表

示されます。

「要約」画面に、ユーティリティを使用して行った選択が表示されます。「要

約」画面が表示されます。

8 構成の詳細の要約を確認したら、「保存」をクリックします。

注意 正しい構成の詳細が指定されていることを確認してください。「保存」

をクリックする前に、必要に応じて構成設定を変更できます。

FDM のシステム構成の実行

ä FDM のシステム構成を実行するには、次の手順に従います:

1 「ようこそ」画面で「システム構成」を選択し、「次へ」をクリックします。

2 左側のパネルで「OFMA 構成」ノードを展開し、「FDM 構成」を選択します。

3 「システム設定」画面で、FDM データベース構成の設定を実行します:
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l 「データベースの選択」から、「Oracle」または MS SQL を選択します。

Oracle データベースの場合を例にして説明します:

l 「サーバー名」に、FDM が実行されている FDM データベース・サーバー

名を入力します。

l 「ポート」に、ポート番号を入力します。

l 「サービス名」に、データベースに接続する際に使用する一意の名前また

は別名を入力します。

l 「ユーザー名」に、書込み権限のある FDM データベース・スキーマのデー

タベース・ユーザー名を入力します。

l 「パスワード」に、Oracle Hyperion Financial Data Quality Management データ

ベース・サーバーのデータベース・パスワードを入力します。

4 「次へ」をクリックして続行します。要約の画面に、データベース接続の詳細が表

示されます。

5 構成の詳細の要約を確認したら、「保存」をクリックします。

注意 正しい構成の詳細が指定されていることを確認してください。「保存」

をクリックする前に、必要に応じて構成設定を変更できます。

BI サーバーへのカタログおよびリポジトリの
アップロード
この項では、カタログおよびリポジトリを BI サーバーにアップロードする方法の

詳細を説明します。次のカテゴリに基づき、カタログまたは RPD ファイルを BI

サーバーにアップロードする必要があります:

l 構成ユーティリティの設定の変更後、および構成の変更の保存後
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l RPD またはカタログ・ファイルの変更中

ファイルを正常にアップロードしたら、Oracle Financial Management Analytics ダッ

シュボードで変更を表示できます。

注： OFMA 構成ユーティリティで実行された変更に基づいて、「カタログのアッ

プロード」および「リポジトリのアップロード」オプションが自動的に選

択されます。ただし、選択内容は変更できます。

ä BI サーバーにカタログおよびリポジトリをアップロードするには:

1 「BI サーバーへのアップロード」画面の「構成ファイルの更新」で、必要なオプ

ションを選択します:

l Catalogフォルダをアップロードするには、「カタログのアップロード」

を選択します。

l RPDファイル関連の変更をアップロードするには、「リポジトリのアップ

ロード」を選択します。

デフォルトでは、カタログおよびリポジトリのパスは同じです。ファイル・

パス:

            OFMA Installed Location

            \OFMAHome_1\OFMA.

         

「BI サーバーの詳細」で、次の Oracle BI EE の設定を実行します:

l 「BI サーバー名」は、Oracle BI EE サーバーをホストするコンピュータの名

前です。
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l 「ポート」は、Oracle BI EE サーバーのポート番号です。

l 「ユーザー名」に、BI 管理者ユーザーの名前を入力します。

l 「パスワード」に、BI 管理者パスワードを入力します。

2 「アップロード」をクリックします。
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7
Oracle Financial Management

Analyticsの起動

インストールおよび構成の後、Oracle Financial Management Analytics には Oracle BI

EE からアクセスします。

ä Oracle Financial Management Analytics にアクセスするには:

1 ブラウザに Oracle BI EE の URL を入力します。

URL のフォーマットは次のとおりです:

            http://

            server name:port number/analytics

         

ここで:

l server nameは、Oracle BI EE サーバーをホストするコンピュータの名前

です。

l port numberは、Oracle BI EE サーバーのポート番号です。

l analyticsは、Oracle BI EE サーバー上の Oracle Financial Management

Analytics に設定された仮想ディレクトリです。

2 Oracle BI EE のサインイン画面で、Financial Management 管理者のユーザー名とパス

ワードを入力します。このユーザーには、Oracle Hyperion Financial Management と

Oracle BI EE の両方の必須権限が付与されている必要があります。

注： ユーザー名とパスワードは大/小文字が区別されます。

3 オプション: ダッシュボードの表示に使用する言語を選択します。

デフォルト言語は英語です。

4 「サインイン」をクリックします。

Oracle Financial Management Analytics ホーム・ページが表示されます。
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ダッシュボードの詳細は、『Oracle Financial Management Analytics ユーザー・ガイ

ド』を参照してください。
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8
Oracle Financial Management

Analyticsのカスタマイズ

この章の内容

財務値のスケーリング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 67

列のソート. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 68

プロセス管理レポートでの日数の設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 69

条件のフォーマット . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 70

レポート名の変更 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

会社のロゴの追加 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 72

ダッシュボード・レポートの非表示 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 73

場合によっては、事前設定済のダッシュボードの内容が不十分であったり、利用

者によっては情報や形式が適切ではないことがあります。各レポートの「編集」

オプションを使用して必要な情報が表示されるようにカスタマイズできます。

注意 カスタマイズ・オプションは、承認された管理ユーザーのみが使用できま

す。レポートのカスタマイズは、Oracle BI EE および Oracle Business

Intelligence アンサーの豊富な使用経験を持つ承認された管理者が行うこと

を強くお薦めします。

財務値のスケーリング
各レポートのスケールは、特定の値を反映するように変更できます。値を変更す

る場合は、個々のレポートごとに設定する必要があります。

ä スケール値を設定するには:

1 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、必要なダッシュボー

ドの順に選択します。

2 変更するレポートを選択し、「編集」をクリックします。

3 「結果」タブのツールバーで、「グラフ」ペインの「ビューの編集」ボタンをクリッ

クし、 をクリックします。

4 「グラフのプロパティ」ダイアログ・ボックスで、「スケール」タブを選択します。
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5 「スケールと制限」で、グラフの「軸の制限」を選択します:

l デフォルトの制限を使用するには、「デフォルト(動的)」を選択します。

l 「指定」を選択して制限を設定し、制限の「最小値」と「最大値」を入力

します。

6 「スケール・タイプと目盛マーク」で、グラフの「目盛タイプ」を選択します:

l デフォルトの設定を使用するには、「動的」を選択します。

l 表示する目盛数の定義、表示するタイプの選択、関連する値の入力を行う

には、「指定」を選択します:

m 「主要目盛の表示」: 表示する主要目盛の数を指定します。

m 「補助目盛の表示」: 表示する補助目盛の数を指定します。

m 「対数スケールの使用」。

7 「OK」をクリックして、選択したレポートのスケールの変更を保存します。

詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Edition ユー

ザー・ガイドを参照してください。

列のソート
「基準」タブでは、レポート内の列ごとにソート方法を設定できます。

ä レポートの列をソートするには:

1 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、必要なダッシュボー

ドの順に選択します。

2 列を管理するレポートを選択し、「編集」をクリックします。

3 「条件」タブを選択します。
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4 「選択された列」ペインで、ソートする列名の右にある をクリックします。

5 「ソート」を選択して、列のソート方法を選択します:

l 昇順ソート

l 降順ソート

l 昇順ソートの追加

l 降順ソートの追加

l ソートのクリア

l すべての列におけるすべてのソートのクリア

6 をクリックします。

プロセス管理レポートでの日数の設定
プロセス管理レポートで日数を設定し、個々のプロセスのステータスを示すこと

ができます。

ä 日数を設定するには:

1 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、「財務分析」の順に

選択します。

2 「プロセス管理」タブを選択します。

3 「プロセス管理メトリック」レポートを選択して、「編集」をクリックします。

4 「条件」タブを選択します。

5 「選択された列」ペインの「データ」列で、 をクリックします。
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6 「列のプロパティ」、「条件付き書式」の順に選択します。

7 「条件付き書式」の各条件で、 をクリックします。

8 「条件の編集」ダイアログ・ボックスで、プロセス管理条件の値を設定します:

1. 「より大きい」、「より小さい」など、必要な「演算子」を入力します。

2. 選択した演算子の日数として「値」を入力します。

3. 「OK」をクリックします。

9 ダイアログ・ボックスにリストされている各条件に対して、手順 7 と手順 8 を繰

り返します。これらの値は、プロセス管理レポートに表示される範囲(「よい」、

要注意または遅れ)を反映します。

10 をクリックします。

条件のフォーマット
ステータスまたは条件の値を設定できます。
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ä レポートのステータス条件を設定するには:

1 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、必要なダッシュボー

ドの順に選択します。

2 必要なレポートを選択して、「編集」をクリックします。

3 「条件」タブを選択します。

4 「選択された列」ペインの「条件」列で、 をクリックします。

5 「列プロパティ」、「条件付きフォーマット」タブの順に選択します。

6 「条件付き書式」の各条件で、 をクリックします。

7 「条件の編集」で、プロセス管理条件の値を設定します:

1. 「次より大きい」、「次より小さい」など、必要な「演算子」を入力します。

2. 選択した演算子の日数として「値」を入力します。

3. 「OK」をクリックします。

8 ダイアログ・ボックスにリストされている各条件に対して、手順 7 と手順 8 を繰

り返します。これらの値は、要約のスケジュール・レポートに表示されるタスク

のステータス(予定どおり、「要注意」またはスケジュール遅延)を反映します。

9 をクリックします。
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レポート名の変更
組織の要件を反映するように、レポートの名前またはその他のハードコードされ

た文字列を変更できます。

これらの変更は、変更する各レポートのタイトルに適用する必要があります。

ä レポート名を変更するには:

1 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、必要なダッシュボー

ドの順に選択します。

2 名前を変更するレポートを選択し、「編集」をクリックします。

3 「結果」を選択します。

4 「複合レイアウト」ペインで、「タイトル」ペインの をクリックします。

5 タイトルの横にある をクリックします。

6 「キャプション」に、レポート・タイトルとして表示するテキストを入力します。

7 「終了」をクリックします。

8 をクリックします。

会社のロゴの追加
所属組織のロゴをダッシュボードに追加できます。

ä 会社のロゴをダッシュボードに追加するには:

1 Oracle BI プレゼンテーション・サーバーの fmap:images/に、会社のロゴの.jpg

ファイルを送信します。.jpg は、グラフィック・ファイルの標準形式です。
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注： 保護された環境で実行する場合は、Oracle BI プレゼンテーション・サー

バーにあるリソースのみが使用されます。これらのリソースは、fmapと

いう接頭辞が付いた相対パスを使用して参照されます。

2 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、必要なダッシュボー

ドの順に選択します。

3 会社のロゴを追加するレポートを選択し、「編集」をクリックします。

4 「結果」を選択します。

5 「複合レイアウト」ペインで、「タイトル」ペインの をクリックします。

6 「ロゴ」の横に、手順 1 の会社のロゴの場所へのパスを次の形式で入力します:

            fmap:images/

            company_logo_name

            .jpg

         

7 「終了」をクリックします。

8 をクリックします。

ダッシュボード・レポートの非表示
必要のないダッシュボード・レポートを非表示にできます。

ä ダッシュボード・レポートを非表示にするには:

1 Oracle BI EE の「ホーム」画面で、「ダッシュボード」、「OFMA」、必要なダッシュボー

ドの順に選択します。

2 ダッシュボードのツールバーで、 をクリックし、「ダッシュボードの編集」を

選択します。

3 「ダッシュボードの編集」ツールバーで、 をクリックし、「ダッシュボードの

プロパティ」を選択します。
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4 「ダッシュボードのプロパティ」の「ダッシュボード・ページ」で、非表示にする

各ダッシュボードの横にある「ページの非表示」をクリックします。

5 「OK」をクリックします。

6 「ダッシュボードの編集」ツールバーで、 をクリックします。
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A
パフォーマンス・チューニン

グ

この付録の内容

パフォーマンス・チューニングのドキュメント . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 75

単一の BI サーバーに対するキャッシュの設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 76

クラスタ環境に対するキャッシュの設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 77

ロギングの無効化 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 79

Oracle Financial Management Analytics のインスタンスはすべて、アプリケーショ

ン、ハードウェア、ソフトウェア、データベース、カスタマイズなどの一意の組

合せで構成されています。このような多様性が存在するため、たとえば新規のハー

ドウェアやソフトウェアなどで現行の構成を変更すると、パフォーマンスが変化

する可能性があります。

新規のリリースやパッチのインストール、あるいは使用環境における実質的な変

更を行った後は、これらのコンポーネントのなんらかのチューニングが必要にな

る場合がほとんどです。

パフォーマンス・チューニングは繰返しのプロセスです。パフォーマンスを最大

化するには、インストール環境でコンポーネントを継続的に管理し、チューニン

グして監視します。

あらゆる状況に対応する確実なチューニング・ソリューションを備えることは容

易ではありません。たとえば、バージョンやパッチが異なると、わずかに動作が

異なる場合があり、その管理が必要になります。使用環境によっては、コンポー

ネント間の相互作用が異なる結果をもたらす可能性があります。同じ環境を共有

しているこの製品や他の製品をカスタマイズすると、結果に影響を及ぼす場合も

あります。

この付録は情報提供のみを目的としており、調査対象となりうる領域を提案し、

インストール環境の最適なチューニングに役立つ情報ソースを提示します。

注意 チューニングや設定などを試みる前に、データベースおよびモデルをバッ

クアップしてください。

パフォーマンス・チューニングのドキュメン
ト
次のテーブルに、確認が必要な内容、またはチューニング情報が記載されている

Oracle Business Intelligence Enterprise Edition の一部のドキュメントを示します。
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表 6 チューニングの参照資料

ドキュメント サンプル・トピック

Oracle(R) Fusion Middleware パ

フォーマンスおよびチューニン
グ・ガイド

l SOA Suite のコンポーネント共通のチューニング

l ロギング・レベル

l JVM チューニング・パラメータ

l データベースの設定

l SOA 構成パラメータの変更

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
WebLogic Server JDBC のプログラ

ミング

l WebLogic のパフォーマンス向上機能

l ベスト・パフォーマンスのためのアプリケーション設計

l プールされた接続の使用によるパフォーマンスの向上

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
Business Intelligence Enterprise
Edition システム管理者ガイド

l パフォーマンス・チューニングと問合せキャッシングの管理

l 共通パフォーマンス・メトリックを表示するための Fusion Middleware Control
の使用

Oracle(R) Fusion Middleware Oracle
WebLogic Server パフォーマンス

およびチューニング

l パフォーマンスチューニングのロードマップ

l ディスクおよび CPU の使用状況のモニター

l システムにおけるボトルネックの特定

l アプリケーションのチューニング

単一の BI サーバーに対するキャッシュの設定
デフォルトで、Oracle BI サーバーは、クエリー結果セットのローカルのディスク

ベース・キャッシュ(クエリー・キャッシュ)を管理します。クエリー・キャッシュ

を使用すると、Oracle BI サーバーはバックエンドのデータ・ソースにアクセスせ

ずに、後続の多くのクエリー要求に対応できるようになるため、クエリーの応答

時間が大幅に短縮されます。

キャッシュを有効にすることをお薦めします。キャッシュ・エントリ・サイズお

よびキャッシュ・エントリ数を設定する際は、必要な情報を維持しながら、パ

フォーマンスへの影響を管理するために、生成されるデータ量と変更の頻度を考

慮してください。

ä BI サーバー・キャッシュを設定するには:

1 次に移動します:

            http://

            server name

            :7001/em

         

Enterprise Manager を開きます。

2 Oracle Enterprise Manager の左ペインで、「Business Intelligence」、インスタンス名の順

に選択します; たとえば、「coreapplication」です。

3 右ペインで「容量管理」、「パフォーマンス」の順にクリックし、「パフォーマン

ス・オプション」を表示します。
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4 「BI サーバー・キャッシュの有効化」で、「キャッシュ有効」をクリックします。

キャッシュはデフォルトで有効になっています。キャッシュを無効にするに

は、チェック・ボックスの選択を解除します。

5 「最大キャッシュ・エントリ・サイズ」に、MB 単位でキャッシュ・エントリの最

大サイズを入力します。このサイズを超える潜在的なエントリはキャッシュされ

ません。デフォルト・サイズは、20 MB です。

6 「最大キャッシュ・エントリ」に、クエリー・キャッシュで許可されるキャッ

シュ・エントリの最大数を入力します。この値を使用して、キャッシュ・ストレー

ジ要件を管理します。デフォルト値は 1000 です。

7 「適用」をクリックします。

8 画面上部の「再起動して最近の変更を適用」をクリックします。

再起動が他のユーザーに影響しないよう注意してください。サーバーを再起

動すると、新しいキャッシュ要件が適用されます。

クラスタ環境に対するキャッシュの設定
クラスタ環境では、グローバル・キャッシュと呼ばれる共有キャッシュにアクセ

スするよう Oracle BI サーバーを構成できます。グローバル・キャッシュは、共有

ファイル・システムのストレージ・デバイスに存在し、パージ・イベント、シー

ド・イベント(多くの場合、エージェントが生成)、およびシード・イベントに関

連付けられた結果セットが格納されます。

各 Oracle BI サーバーでは、通常のクエリー用に、独自のローカル・クエリー・

キャッシュも保持されます。

ä クラスタ環境で BI サーバー・キャッシュを設定するには:

1 次に移動します:
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            http://

            server name

            :7001/em

         

Enterprise Manager を開きます。

2 Enterprise Manager の左ペインで、「Business Intelligence」、「coreapplication」の順に選択

します。

3 右ペインで「容量管理」タブ、「パフォーマンス」タブの順にクリックし、「パ

フォーマンス・オプション」を表示します。

4 「グローバル・キャッシュ」で、キャッシュに関する次の情報を入力します。

キャッシュはデフォルトで有効になっています。キャッシュを無効にするに

は、チェック・ボックスの選択を解除します。

l 「グローバル・キャッシュ・パス」に、クラスタ全体で共有するキャッ

シュ・エントリのパージとシードを格納する、物理的な場所へのパスを入

力します。入力する場所は、クラスタのすべてのノードからアクセスでき

る共有ファイル・システムに存在する必要があります。

l 「グローバル・キャッシュ・サイズ」に、グローバル・キャッシュの最大

サイズ(700MB など)を指定します。この制限に達すると、潜在的な新しい

エントリはキャッシュされません。

5 「適用」をクリックします。

6 画面上部の「再起動して最近の変更を適用」をクリックします。

再起動が他のユーザーに影響しないよう注意してください。サーバーを再起

動すると、新しいキャッシュ要件が適用されます。
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ロギングの無効化
パフォーマンス向上のため、ロギングはデフォルトで無効にすることをお薦めし

ます。問題の調査のため、サポートからロギングを要求された場合は簡単に有効

にできます。

ä ロギングを無効にするには:

1 次に移動します:

            http://

            server name

            :7001/em

         

Enterprise Manager を開きます。

2 Oracle Enterprise Manager の左ペインで、「Business Intelligence」、「coreapplication」の順

に選択します。

3 右ペインで「診断」タブ、「ログ構成」タブの順にクリックし、ログ・パフォーマ

ンス・オプションを表示します。

4 「ログ・レベル」で、次のログ・レベルをそれぞれ「オフ」に設定します:

l インシデント・エラー

l エラー

l 警告

l 通知

l トレース

5 「適用」をクリックします。
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6 「変更のアクティブ化」をクリックします。

7 画面上部の「再起動して最近の変更を適用」をクリックします。

再起動が他のユーザーに影響しないよう注意してください。サーバーを再起

動すると、ロギングが無効になります。

注： ロギングのリセットが必要な場合はこの手順を繰り返しますが、手順 4

で、必要なロギングを「オン」にします。
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用語集

ADF ビジネス・インテリジェンス・コンポーネント

Oracle Business Intelligence のプレゼンテーション・

カタログ・オブジェクトを ADF アプリケーション

に組み込む機能を開発者に提供します。このコン

ポーネントでは、Oracle BI プレゼンテーション・カ

タログへのアクセスに SOAP 接続が使用されます。

BI インスタンス BI ドメインのシステム・コンポーネ

ント(コアアプリケーション)のことです。BI ドメイ

ンも参照してください。

BI オブジェクト プレゼンテーション・サービスを使

用して作成され、Oracle BI プレゼンテーション・カ

タログに保存される各ビジネス・インテリジェン

ス・コンテンツ。BI オブジェクトの例には、分析、

ダッシュボード・ページ、スコアカード、KPI など

があります。

BI 検索 プレゼンテーション・サービス外にある検

索ツール。管理者が BI 検索の URL へのリンクを追

加していると、ホーム・ページから BI 検索を使用

できます。BI 検索には、Oracle BI プレゼンテーショ

ン・カタログ内のオブジェクトを検索するための全

文検索エンジンに似たメカニズムが用意されていま

す。

BI ドメイン 構成可能なシステム・コンポーネント

(コアアプリケーション)と Java コンポーネント

(WebLogic サーバー・ドメイン)が含まれ、Web ベー

スの管理ツールとリソースを利用するアプリケー

ションも含まれます。

BI ドメインは、1 つ以上の物理サーバーにまたがる

ミドルウェア・ホームのセットの場合もあります。

BI インスタンスも参照してください。

DSN データ・ソース名(DSN)を参照してください。

Essbase Oracle から使用できる多次元データベース

管理システムで、ビジネス・インテリジェンス・ア

プリケーションを構築するベースとなる多次元デー

タベース・プラットフォームを提供します。Oracle

Hyperion Essbase とも呼ばれます。

Fusion Middleware Control Fusion Middleware コンポーネ

ントのモニターと構成を行える Web ベースの管理

ツール。

Go URL 特定のビジネス・インテリジェンスの結果を

外部ポータルやアプリケーションに組み込みます。

Go URL は、結果をお気に入りに追加したり、ダッ

シュボードや外部 Web サイトへの要求にリンクを

追加する場合に使用されます。様々な形式と、動作

の制御に使用されるオプションの引数があります。

Java components 1 つ以上の Java EE アプリケーション

(およびリソースのセット)として配置され、ノー

ド・マネージャによって管理される Fusion

Middleware Control コンポーネント。

ノード・マネージャも参照してください。

KPI 監視リスト KPI をエンド・ユーザーに配布する

方法。監視リストは KPI を集めたもので、カタログ

に格納されている KPI を追加して作成します。KPI

監視リストを作成して保存すると、カタログ・オブ

ジェクトとして格納され、ダッシュボードやスコア

カードに追加できます。

キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)も参

照してください。

OCI Oracle Call Interface (OCI)を参照してください。

ODBC Open Database Connectivity(ODBC)を参照して

ください。

Open Database Connectivity(ODBC) リレーショナル・デー

タベースとリレーショナル以外のデータベースの両

方のデータのアクセスに使用される標準インタ

フェース。データベースごとに使用されるデータ格

納形式やプログラミング・インタフェースが異なる

場合も、データベース・アプリケーションでは

ODBC を使用して、各タイプのデータベース管理シ

ステムに格納されているデータにアクセスできま

す。

OPMN Oracle Process Manager and Notification Server

(OPMN)を参照してください。
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Oracle BI JavaHost Java ライブラリに用意されている、

グラフなどのコンポーネントをサポートするための

機能をプレゼンテーション・サービスが使用できる

ようにするサービス。サービスは、要求/応答モデ

ルに基づいて提供されます。Oracle BI 論理 SQL

ビュー・オブジェクト

Oracle BI Publisher Oracle Business Intelligence 内の J2EE

アプリケーションで、エンタープライズ全体の公開

サービスを提供します。高度に書式設定された、ピ

クセル対応レポートを生成します。

レポートも参照してください。

Oracle BI Publisher レポート レポートを参照してくださ

い。

Oracle BI 管理ツール Oracle BI リポジトリの作成や編

集に使用される Windows アプリケーション。管理

ツールでは、リポジトリの 3 つの部分(物理レイ

ヤー、ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー、

およびプレゼンテーション・レイヤー)がグラフィッ

ク表示されます。

Oracle BI サーバー ODBC を介してプレゼンテーショ

ン・サービスや他のクライアントに提供する論理

データ・モデルを保持するスタンドアロン・プロセ

ス。データ・モデルに関するメタデータは、リポジ

トリ・ファイルと呼ばれるローカルの専用ファイル

に保持されます。Oracle BI サーバーは、ユーザーの

要求やベースとなるデータ・ソースのクエリーを処

理します。

Oracle BI サーバー XML API Oracle BI リポジトリ・メタ

データの汎用的な XML ベースのプレゼンテーショ

ンを作成するユーティティを提供します。この XML

ファイル版のリポジトリは、プログラムによるメタ

データの変更に使用できます。Oracle BI サーバー

XML API オブジェクトは、RPD ファイル内のメタ

データ・リポジトリ・オブジェクトに相当します。

これらのオブジェクトは、Oracle BI プレゼンテー

ション・カタログ内の XML オブジェクトとは異な

ります。

Oracle BI スケジューラ 指定された時間に結果をユー

ザーに配信するようスケジュールするための拡張可

能なスケジューリング・アプリケーション。Oracle

BI デリバーの機能をサポートするエンジンです。

結果も参照してください。

Oracle BI ブリーフィング・ブック ダッシュボード・

ページ、個々の分析および BI Publisher レポートの

静的または更新可能なスナップショットの集まり。

ブリーフィング・ブックを PDF または MHTML 形

式でダウンロードし、印刷または表示できます。

エージェントを使用して、ブリーフィング・ブック

の更新、スケジュールおよび配信を行うこともでき

ます。

Oracle BI プレゼンテーション・カタログ 分析やダッシュ

ボードなどのビジネス・インテリジェンス・オブ

ジェクトを格納し、ユーザーが、オブジェクトの作

成、アクセスおよび管理を行ったり、オブジェク

ト・ベースの特定のタスク(エクスポート、印刷、

編集など)を行うインタフェースを提供します。カ

タログは、共有または個人のいずれかのフォルダに

編成されます。

Oracle BI プレゼンテーション・サービス Web クライア

ントへのビジネス・インテリジェンス・データのプ

レゼンテーションに使用されるフレームワークとイ

ンタフェースを提供します。このプレゼンテーショ

ン・フレームワークのカスタマイズに使用されるプ

レゼンテーション・カタログ・サービスをファイ

ル・システム上で管理します。このスタンドアロ

ン・プロセスは、ODBC over TCP/IP を使用して

Oracle BI サーバーと通信します。アンサー、デリ

バーおよびインタラクティブ・ダッシュボードと呼

ばれるコンポーネントで構成されます。

Open Database Connectivity(ODBC)、Oracle BI サー

バー、Oracle BI プレゼンテーション・カタログ、

Oracle BI プレゼンテーション・サービス・サーバー

も参照してください。

Oracle BI プレゼンテーション・サービス・サーバー 情報

とデータを Oracle BI サーバーと交換する Oracle BI

Web サーバー。

Oracle BI リポジトリ Oracle Business Intelligence メタ

データを格納するファイル。メタデータは、論理ス

キーマ、物理スキーマ、物理から論理へのマッピン

グ、集計テーブル・ナビゲーションやその他の構成

体を定義します。リポジトリ・ファイルには、.rpd

という拡張子が付きます。Oracle BI リポジトリは、

Oracle BI 管理ツールを使用して編集できます。

メタデータおよび Oracle BI 管理ツールも参照して

ください。
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Oracle BI 論理 SQL ビュー・オブジェクト 開発者が、

Oracle BI サーバーにアクセスしてビジネス・インテ

リジェンス・データをフェッチし、ネイティブ ADF

コンポーネントにバインドして ADF ページに含め

る論理 SQL文を作成できるようにします。この

ビュー・オブジェクトは、BI JDBC 接続を使用して

Oracle BI サーバーに接続します。

Oracle Business Intelligence SOA 用 Web サービス BI ミドル

ウェア J2EE アプリケーションによってホストされ

る、ExecuteAgent、ExecuteAnalysis および

ExecuteCondition の 3 つの Web サービスを含みま

す。これらの Web サービスは、開発者がサード・

パーティ Web サービス・クライアント(Oracle SOA

Suite など)を使用して、ビジネス・インテリジェン

ス・オブジェクトを検索したり、サービス指向アー

キテクチャ・コンポーネントに含めたりすることを

可能にするよう設計されています。

Oracle Business Intelligence セッション・ベース Web

サービスも参照してください。

Oracle Business Intelligence Web サービス Oracle Business

Intelligence セッション・ベース Web サービスおよ

び Oracle Business Intelligence SOA 用 Web サービス

を参照してください。

Oracle Business Intelligence セッション・ベース Web サービ

ス SOAP を実装する API。これらの Web サービス

はプログラムでの使用を目的として設計されてお

り、開発者は、1 つの Web サービスから多様なビ

ジネス・インテリジェンス・オブジェクトを起動し

ます。これらの Web サービスは、様々なプレゼン

テーション・サービス処理に対する機能を提供しま

す。これらの Web サービスによって、開発者は、

Oracle BI プレゼンテーション・サービスから結果を

抽出して外部アプリケーションに配信したり、プレ

ゼンテーション・サービス管理機能を実行したり、

Oracle Business Intelligence アラート(インテリジェン

ト・エージェントとも呼ばれる)を実行できます。

Oracle Business Intelligence SOA 用 Web サービスも参

照してください。

Oracle Call Interface (OCI) Oracle Database データ・ソー

スへの接続に Oracle BI サーバーが使用する接続イ

ンタフェース。Oracle Database からのメタデータの

インポートや Oracle Database への接続には常に OCI

を使用する必要があります。

Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN) すべ

てのシステム・コンポーネント(サーバー・プロセ

ス)を管理し、ローカルと分散の両方のプロセス管

理、自動プロセス・リサイクリングおよびプロセス

の状態(稼働、停止、起動中、停止中)の伝達をサ

ポートするプロセス管理ツール。OPMN は、プロ

セスの使用不可の状態を検知し、プロセスを自動的

に再起動します。

システム・コンポーネントも参照してください。

Oracle Scorecard and Strategy Management ビジネス戦略を

表明して伝達することができる業績管理ツール。企

業の戦略や業績をトップ・ダウンまたはボトム・

アップで推進したり評価できます。

Oracle Technology Network (OTN) オラクル社製品に関する

技術情報のリポジトリで、記事の検索、ディスカッ

ションへの参加、ユーザー・コミュニティへの技術

的な質問およびオラクル社製品とドキュメントの検

索とダウンロードを行えます。

SQL 構造化問合せ言語(SQL)を参照してください。

WebLogic Scripting Tool (WLST) WebLogic Server インスタ

ンスとドメインの構成、管理および変更の保持と、

サーバーの実行時のイベントのモニターおよび管理

を可能にするコマンドライン・スクリプティング・

インタフェース。

WebLogic ドメイン SOAP、HTTP およびその他の形式

の要求のサービスに加わるよう構成された Java コ

ンポーネントが含まれます。

XML API Oracle BI サーバー XML API を参照してくだ

さい。

アクション 関連コンテンツへ移動したり、外部シス

テムで操作、関数またはプロセスを起動する機能を

提供します。アクションは、分析、ダッシュボー

ド・ページ、エージェント、スコアカードの目標、

スコアカードのイニシアティブおよび KPI に含める

ことができます。アクション・リンクも参照してく

ださい。

アクション・フレームワーク アクション・フレーム

ワークは、Oracle BI EE アーキテクチャのコンポー

ネントで、アクション実行サービス(AES)と呼ばれ

る J2EE アプリケーションと、Oracle BI EE の一部と

して配置される、アクションに固有の JavaScript 機

能を含んでいます。アクション・フレームワークに

は、アクションの作成や特定のアクション・タイプ

をブラウザから直接起動するクライアント側の機能

も含まれています。
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アクション・リンク 分析、ダッシュボード・ペー

ジ、スコアカードの目標、スコアカードのイニシア

ティブまたは KPIに埋め込まれたアクションへのリ

ンクで、クリックすると、関連付けられているアク

ションが実行されます。アクションも参照してくだ

さい。

値階層 親子階層を参照してください。

イニシアティブ スコアカードで使用されます。イニ

シアティブは、目標を達成するために必要な、時間

に固有のタスクまたはプロジェクトです。したがっ

て、目標をサポートするイニシアティブを、戦略

ターゲットに対する進捗を示すマイルストンとして

使用できます。

目標および Oracle Scorecard and Strategy Management

も参照してください。

イベント・ポーリング・テーブル イベント・ポーリン

グ・テーブル(イベント・テーブルとも呼ばれる)

は、更新された物理テーブルに関する情報を Oracle

BI サーバーに提供します。クエリー・キャッシュ

を最新に保つために使用されます。Oracle BI サー

バー・キャッシュ・システムはイベント・テーブル

を調べ、物理テーブルの情報を行から抽出し、それ

らの物理テーブルを参照する古いキャッシュ・エン

トリをパージします。

イメージ・プロンプト 特定の値がマップされた異な

る領域のイメージを提供するプロンプト。ユーザー

がイメージ領域をクリックすると、プロンプト値が

選択され、分析またはダッシュボードに移入されま

す。

プロンプトも参照してください。

エージェント ビジネス・プロセスの自動化を可能に

します。エージェントは、イベント駆動型アラー

ト、スケジュールによるコンテンツの公開および条

件付きイベント駆動型アクションの実行に使用でき

ます。

エージェントは、情報ベースで問題と機会を動的に

検出し、適切な通知対象ユーザーを判断し、その

ユーザーに様々なデバイス(電子メール、電話など)

で情報を配信します。

オフライン・モード Oracle BI サーバーにロードされ

ていないリポジトリをリポジトリ作成者が編集でき

る Oracle BI 管理ツール内のモード。

オブジェクト・プロパティ オブジェクト、および所

有者がオブジェクトに割り当てた属性に関する情

報。プロパティの例には、名前、説明、日付スタン

プ、読取り専用アクセス、インデックスなしフラグ

などがあります。

権限も参照してください。

親子階層 タイプがすべて同じメンバーの階層。親

子階層の次元メンバーはすべて 1 つのデータ・ソー

スに存在します。親子階層では、メンバー間の関係

は、次元メンバー間の親子関係です。

次元も参照してください。

親子関係テーブル 親子階層でのメンバー間の関係を

明示的に定義する値を持つテーブル。クロージャ・

テーブルとも呼ばれます。

オンライン・モード リポジトリをクエリー処理に使

用すると同時にリポジトリ作成者が編集できる

Oracle BI 管理ツール内のモード。オンライン・モー

ドでは、リポジトリ内のサブジェクト・エリアに接

続しているユーザーのユーザー・セッション・モニ

タリングも可能です。

階層 1 対多関係で相互に関連を持つ、Oracle BI リ

ポジトリ内の論理次元のレベルのシステム。すべて

の階層は共通のリーフ・レベルと共通のルート・レ

ベルを持つ必要があります。

階層は、メタデータでは個別のオブジェクトとして

モデル化されていません。かわりに、次元オブジェ

クトに暗黙的に含まれています。

次元、論理レベルおよびプレゼンテーション階層を

参照してください。

階層列 名前付きレベルと親子関係の両方を使用し

て編成されたデータ値が含まれたプレゼンテーショ

ン・サービス内の列。この列は、ツリーのような構

造を使用して表示されます。個々のメンバーは、下

位メンバーが上位メンバーにまとめられて略示され

ます。たとえば、特定の日は特定の月に属し、特定

の月は特定の年内にあります。時間や地域などがこ

の例です。

階層レベル ロールアップしたり、他のレベルから

ロールアップされる、プレゼンテーション・サービ

スの階層列内のオブジェクト。Oracle BI リポジトリ

のプレゼンテーション・レベルに相当します。

プレゼンテーション・レベルも参照してください。
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カスタム・ビュー ビジネスと戦略のデータのカスタ

マイズされたビューを表示できるようにするスコア

カードのコンポーネント。Oracle Scorecard and

Strategy Management も参照してください。

仮想物理テーブル ストアド・プロシージャまたは

SELECT ステートメントから作成される物理テーブ

ル。仮想テーブルを作成することによって、Oracle

BI サーバーおよびベースとなるデータベースに、

高度なクエリー要求の実行に適したメタデータが提

供されます。

カタログ Oracle BI プレゼンテーション・カタログ

を参照してください。

管理サーバー WebLogic サーバー・ドメインの一部

で、Oracle Business Intelligence コンポーネントを管

理するプロセスを実行します。管理サーバーには、

Oracle WebLogic Server 管理コンソールおよび Oracle

Fusion Middleware Control が含まれています。Fusion

Middleware Control および管理対象サーバーも参照

してください。

管理対象サーバー 個々の J2EE アプリケーション・

コンテナ(JMX MBean コンテナ)。ローカル・ミドル

ウェア・ホーム内に含まれる Java コンポーネント

とシステム・コンポーネントに、個別のホストの

ローカル管理機能を提供し、構成と配置の全情報に

ついては管理サーバーを参照します。

管理サーバーおよび Fusion Middleware Control も参

照してください。

外部キー 別のテーブルの主キー列を参照する、テー

ブルの列または列のセット。

基準 分析基準を参照してください。

キューブ リレーショナル・データベースの構造よ

りデータの分析時間が短く、柔軟性が高い OLAP(オ

ンライン分析処理)データ構造。キューブはメジャー

で構成され、次元で編成されます。多次元データ・

ソースのキューブは、リレーショナル・データベー

ス・モデルのスター・スキーマにほぼ相当します。

キー・パフォーマンス・インディケータ(KPI) 特定のビ

ジネス・ゴールと戦略目標を定義し、追跡する測定

法。KPI をまとめると、モニター、改善および評価

を必要とする、より大きな組織の戦略につながるこ

とが多くあります。KPI は、通常時間とともに変わ

る測定可能な値で、スコアとパフォーマンス・ス

テータスを決定するためのターゲットを持ちます。

詳細な分析を可能にする次元が含まれ、トレンド用

およびパフォーマンス・パターンの特定のために経

時的な比較を行えます。

Oracle Scorecard and Strategy Management も参照して

ください。

駆動テーブル 一方のテーブルが非常に小さく(駆動

テーブル)、他方のテーブルが非常に大きい場合に

Oracle BI サーバー・プロセスが複数データベース結

合を処理する方法の最適化に使用されるメカニズ

ム。

クラスタ・コントローラ プレゼンテーション・サー

ビスや他のクライアントからの新規要求の最初の接

点となるプロセス。クラスタ・コントローラは、

Oracle BI サーバーの可用性と負荷に基づいて、要求

の振分け先のクラスタ内の Oracle BI サーバーを決

定します。Oracle BI スケジューラ・インスタンスな

どのクラスタ内のサーバーの処理をモニターしま

す。クラスタ・コントローラは、アクティブ/パッ

シブ構成に配置されます。

グローバル・ヘッダー Oracle BI プレゼンテーション・

サービスのユーザー・インタフェース・オブジェク

トで、ユーザーが速やかにタスクを開始したり、

Oracle BI プレゼンテーション・カタログ内の特定の

オブジェクトを検出できるリンクやオプションが含

まれます。グローバル・ヘッダーはプレゼンテー

ション・サービスのユーザー・インタフェースに常

に表示されるため、ユーザーはリンクに簡単にアク

セスでき、ホーム・ページや「カタログ」ページに

移動しなくてもカタログを検索できます。

結果 Oracle BI サーバーから返される、分析に対す

る出力。

分析も参照してください。

権限 オブジェクトへのアクセスが可能なユーザー

を指定し、ユーザーのオブジェクトとの対話方法を

制限します。権限の例には、書込み、削除、変更な

どの権限があります。

オブジェクト・プロパティを参照してください。
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原因/結果マップ 目標の因果関係を示すスコアカー

ドのコンポーネント。Oracle Scorecard and Strategy

Management も参照してください。

構造化問合せ言語(SQL) データのクエリーと変更のた

めの標準的なプログラミング言語。Oracle Business

Intelligence では、付加価値のある独自の拡張機能を

いくつか持った SQL-92 標準がサポートされます。

論理 SQL も参照してください。

コンテキスト・イベント・アクション アクション・フ

レームワークを使用して、ビジネス・インテリジェ

ンス・オブジェクトから ADF ページの別の領域に

コンテンツを渡す事前配信済アクション。

アクション、アクション・フレームワークおよびア

クション・リンクも参照してください。

コンテンツ・デザイナ 分析、ダッシュボード、スコ

アカードなどのビジネス・インテリジェンス・オブ

ジェクトを作成するユーザー。

サブジェクト・エリア 特定の Oracle BI リポジトリ内

で、ビジネス・モデルに関するデータを編成した

り、表示するプレゼンテーション・レイヤーのオブ

ジェクト。プレゼンテーション・レイヤーの最上位

レベルのオブジェクトで、プレゼンテーション・

サービスでユーザーに表示されるデータのビューを

表します。Oracle BI リポジトリのサブジェクト・エ

リアには、プレゼンテーション・テーブル、プレゼ

ンテーション列およびプレゼンテーション階層が格

納されます。

プレゼンテーション・サービスでは、サブジェク

ト・エリアに、フォルダ、メジャー列、属性列、階

層列およびレベルが含まれます。

システム・コンポーネント Oracle Process Manager and

Notification Server (OPMN)によって管理されるサー

バー・プロセス(Java アプリケーションではない)。

Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)

も参照してください。

集計テーブル 次元属性のセットに対して集計され

る、あらかじめ計算されたメジャーからの結果を格

納するテーブル。集計テーブルの各列には、特定の

レベルのセットのデータが含まれます。たとえば、

月間売上テーブルには、各月の各店舗での各製品の

収益の合計があらかじめ計算されて含まれます。集

計テーブルを使用すると、パフォーマンスが向上し

ます。

集計の永続性 集計テーブルとこれに対応する Oracle

Business Intelligence メタデータ・マッピングの作成

とロードを自動化し、集計ナビゲーションを可能に

する機能。

集計ルール Oracle BI リポジトリの論理列または物理

キューブ列に適用されるルールで、SUM などの特

定の集計関数を列データに適用するよう指定しま

す。

プレゼンテーション・サービスで、ユーザーは、リ

ポジトリで適用されたルールを表示できます。ユー

ザーは、メジャー列に対するデフォルトの集計ルー

ルを変更することもできます。

主キー 各値が一意で、テーブルの 1 行を識別する

列(または列のセット)。

初期化ブロック 動的リポジトリ変数、システム・

セッション変数およびシステム以外のセッション変

数の初期化に使用されます。初期化ブロックには

SQL 文が含まれ、これを実行するとそのブロックに

関連付けられた変数の初期化やリフレッシュが行わ

れます。

次元 論理列(属性)の階層状の編成。1 つ以上の論理

次元テーブルが最大 1 つの次元に関連付けられま

す。

次元には、1 つ以上の(名前なし)階層が含まれます。

論理次元には、レベル・ベースの階層(構造階層)を

持つ次元と親子階層(値階層)を持つ次元の 2 種類が

あります。

時間次元と呼ばれる特定のタイプのレベル・ベース

の次元は、時系列データをモデリングするための特

別な機能を提供します。

階層も参照してください。

次元テーブル 特定の次元で使用される列を含む論理

テーブル。次元テーブルをファクト・テーブルにす

ることはできません。ファクト・テーブルも参照し

てください。
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条件 分析またはキー・パフォーマンス・インディ

ケータ(KPI)の評価に基づいて 1 つのブール値を返

すオブジェクト。条件を使用して、エージェントが

コンテンツを配信してアクションを実行するかどう

か、アクション・リンクをダッシュボード・ページ

に表示するかどうか、セクションとそのコンテンツ

をダッシュボード・ページに表示するかどうかが決

まります。

アクション、アクション・リンク、エージェントお

よびキー・パフォーマンス・インディケータ(KPI)

も参照してください。

スコアカード Oracle Scorecard and Strategy

Management を参照してください。

スター・スキーマ 履歴情報の次元分析を可能にする

リレーショナル・スキーマ。スター・スキーマで

は、論理次元テーブルと論理ファクト・テーブルの

間に 1 対多関係があります。各スターは、1 つの

ファクト・テーブルと正規化されていない次元テー

ブルのセットで構成されます。

スノーフレーク・スキーマ 1 つ以上の次元が部分的あ

るいは完全に正規化された次元スキーマ。

セッション変数 変数を参照してください。

接続プール データ・ソースの接続情報を含む、

Oracle BI リポジトリの物理レイヤーのオブジェク

ト。

物理レイヤーも参照してください。

選択ステップ クエリーの集計後に適用される値の選

択。表示されているメンバーにのみ作用し、結果の

集計値には作用しません。フィルタ同様、選択ス

テップは分析の結果を限定します。

分析およびフィルタも参照してください。

戦略ツリー 目標とこれをサポートする子目標および

KPI がツリー図に階層状に表示されるスコアカード

のコンポーネント。

Oracle Scorecard and Strategy Management も参照して

ください

戦略マップ スコアカードに定義された目標と目標の

進捗を測定する KPI をパースペクティブによってど

のように関係付けるかを示すスコアカードのコン

ポーネント。因果関係も示されます。

Oracle Scorecard and Strategy Management も参照して

ください。

属性 Oracle BI リポジトリでの次元の詳細。属性は、

通常、次元テーブルの列として表示されます。

属性列 プレゼンテーション・サービスで、メンバー

とも呼ばれる値のフラット・リストを保持する列。

これらのメンバー間に、階層列のメンバーのような

階層関係はありません。製品 ID や市などがこの例

です。階層列を参照してください。

ダッシュボード 企業や外部情報のパーソナライズさ

れたビューを提供するオブジェクト。ダッシュボー

ドは、1 つ以上のページで構成されます。ページに

は、分析の結果、イメージ、エージェントからのア

ラートなどの Web ブラウザでアクセスしたり開く

ことのできる任意のオブジェクトを表示できます。

ダッシュボード URL 外部ポータルまたはアプリケー

ションでの特定のダッシュボードのコンテンツの組

込みや参照に使用されます。様々な形式と、動作の

制御に使用されるオプションの引数があります。

ダッシュボード・プロンプト ダッシュボードに追加

されたプロンプト。ユーザーがプロンプト値を選択

すると、ダッシュボードに含まれているすべての分

析の表示内容がその値によって決まります。次を参

照してください: 分析プロンプトおよび

断片化の内容 指定されたレベルのデータのセット全

体が論理テーブル・ソースに含まれていない場合の

論理テーブル・ソース内の指定されたデータのセッ

トの一部。断片化の内容は、「論理表ソース」ダイ

アログ・ボックスの「内容」タブの「断片化の内

容」ボックスに入力された論理列によって定義され

ます。

通貨プロンプト 分析またはダッシュボードの通貨列

に表示される通貨タイプをユーザーが変更できるよ

うにするプロンプト。プロンプトも参照してくださ

い。

データ・ソース名(DSN) 特定のデータベースに関する

情報を含むデータ構造。通常、ODBC ドライバに

よってデータベースへの接続に使用されます。DSN

には、名前、ディレクトリ、データベースのドライ

バなどの情報が含まれます。

Oracle BI リポジトリの物理レイヤーの接続プール・

オブジェクトには、各データ・ソースの DSN 情報

が含まれています。
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データベース・ヒント SQL 文内に配置され、最も効

率的に文を実行する方法をデータベース・クエ

リー・オプティマイザに指定する指示。ヒントはオ

プティマイザの実行計画をオーバーライドするた

め、ヒントを使用してオプティマイザにより効率的

な計画を使用させ、パフォーマンスを向上させるこ

とができます。ヒントは、Oracle Database データ・

ソースでのみサポートされます。

問合せ Oracle BI サーバーに発行される、ベースと

なる SQL 文が含まれています。Oracle Business

Intelligence の使用にクエリー言語の知識は必要あり

ません。

問合せキャッシュ 他のクエリーで使用できるようク

エリーの結果を格納する機能。

時系列キー 次元レベル内のメンバーの時系列を示す

時間次元の列。キーは、そのレベルで一意である必

要があります。

ノード・マネージャ Java プロセスが応答しなくなっ

たり、予期せず終了した場合にリモート・サーバー

の起動、停止および再起動の機能を提供するデーモ

ン・プロセス。

Java components も参照してください。

パススルー計算 Oracle BI サーバーによって計算され

るのではなく、別のデータ・ソースに渡される計

算。上級ユーザーが、Oracle BI リポジトリを変更す

ることなく、データ・ソースの機能と関数を活用で

きるようにします。

パースペクティブ スコアカードでイニシアティブ、

目標および KPI に関連付ける組織内のカテゴリ。

パースペクティブにより、主要な利害関係者(顧客、

従業員、株主、金融関係者など)またはキー・コン

ピテンシ領域(時間、コスト、品質など)を示すこと

ができます。

イニシアティブ、キー・パフォーマンス・インディ

ケータ(KPI)、目標および Oracle Scorecard and

Strategy Management も参照してください。

非バランス型階層 リーフの深さが一様でない階層。

たとえば、現在の月では日レベルのデータを格納

し、前月では月レベルで格納して、過去 5 年間の

データは四半期レベルで格納するような選択が可能

です。

階層も参照してください。

ビジネス所有者 ビジネス価値、および KPI やスコア

カード・オブジェクト(目標、原因/結果マップな

ど)のパフォーマンスの管理と向上の責任を負うユー

ザー。

ビジネス・モデル ビジネス・モデル定義と、論理

テーブルから物理テーブルへのマッピングが含まれ

ます。ビジネス・モデルは、物理レイヤーのオブ

ジェクトと異なり、常に次元化され、データ・ソー

スの編成が反映されます。各ビジネス・モデルに

は、論理テーブル、列および結合が含まれます。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤー データのビ

ジネス・モデルまたは論理モデルを定義し、ビジネ

ス・モデルと物理レイヤー・スキームとの間のマッ

ピングを指定する Oracle BI リポジトリのレイヤー。

このレイヤーには、1 つ以上のビジネス・モデルが

含まれます。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーによっ

て、ユーザーに表示される分析動作が決まり、ユー

ザーが使用できるオブジェクトのスーパーセットが

定義されます。ソース・データ・モデルの複雑さも

隠します。

ビジョン・ステートメント 組織が将来的にどうあり

たいかを表した、スコアカード内の簡潔なステート

メントです。たとえば、南米ポリプロピレン市場で

最も成功した企業になるなどです。

ミッション・ステートメントおよび Oracle Scorecard

and Strategy Management も参照してください。

ファクト・テーブル メジャーを含み、次元テーブル

と複雑な結合関係にある、Oracle BI リポジトリ内の

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーの論理

テーブル。次元テーブルも参照してください。

フィルタ 分析の実行時に表示される結果を限定す

る、属性列とメジャー列に適用される基準。メ

ジャー列の場合、フィルタはクエリーの集計前に適

用され、クエリーと結果の値に作用します。

プロンプトおよび選択ステップも参照してくださ

い。

不規則な階層 非バランス型階層を参照してくださ

い。

複合結合 等号以外の式を使用する、Oracle BI リポ

ジトリの物理レイヤーでの結合。

複合データベース結合 Oracle BI リポジトリ内の 2 つ

のテーブルの結合。各テーブルは異なるデータベー

ス内にあります。
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不透明なビュー SELECT ステートメントを構成する

物理レイヤー・テーブル。Oracle BI リポジトリで

は、不透明なビューは、物理データベース内の

ビュー・テーブルのように見えますが、ビューは実

際には存在しません。

ブックマーク・リンク ダッシュボード・ページへの

パスとページの状態のあらゆる側面を取り込みま

す。プロンプト・リンクを参照してください。

物理カタログ リポジトリの物理レイヤーにある、異

なるスキーマをまとめるオブジェクト。カタログに

は、データベース・オブジェクトのすべてのスキー

マ(メタデータ)が含まれます。

物理結合 Oracle BI リポジトリの物理レイヤーのテー

ブル同士の結合。

物理スキーマ バックエンド・データベースからのス

キーマを表す Oracle BI リポジトリの物理レイヤー

のオブジェクト。

物理テーブル Oracle BI リポジトリの物理レイヤーの

オブジェクトで、通常、物理データベースに存在す

るテーブルに相当します。

物理レイヤーも参照してください。

物理表示フォルダ Oracle BI リポジトリの物理レイ

ヤーにオブジェクトを編成するフォルダ。メタデー

タ上の意味はありません。

物理レイヤー バックエンド・データ・ソースからの

物理データ構成体を表すオブジェクトを含む Oracle

BI リポジトリのレイヤー。物理レイヤーは、物理

クエリーの記述に使用できるオブジェクトと関係を

定義します。このレイヤーによってソースの依存性

がカプセル化され、移植とフェデレーションが可能

になります。

ブリッジ・テーブル 2 つのテーブルの間の多対多関

係を解決するテーブル。

ブリーフィング・ブック Oracle BI ブリーフィング・

ブックを参照してください。

分析 ユーザーがプレゼンテーション・サービスの

「基準」タブで作成するクエリー。分析には、オプ

ションでフィルタまたは選択ステップを 1 つ以上含

め、結果を限定することができます。フィルタおよ

び選択ステップも参照してください。

分析基準 分析に指定された列、フィルタおよび選

択ステップで構成されます。分析も参照してくださ

い。

分析プロンプト 分析に追加されたプロンプト。ユー

ザーがプロンプト値を選択すると、そのプロンプト

を含む分析にかぎり、その値によって表示される内

容が決まります。ダッシュボード・プロンプトおよ

びプロンプトを参照してください。

プレゼンテーション階層 プレゼンテーション・サー

ビスやその他のクライアントで多次元モデルを公開

する明示的な方法を提供する Oracle BI リポジトリ

のプレゼンテーション・レイヤーのオブジェクト。

プレゼンテーション階層は、メンバーの選択、カス

タム・メンバー・グループ、非対称型クエリーなど

の分析機能を公開します。ユーザーは、プレゼン

テーション階層を使用して階層ベースのクエリーを

作成できます。

プレゼンテーション・サービスで、プレゼンテー

ション階層は階層列として表示されます。

階層列およびプレゼンテーション・レベルも参照し

てください。

プレゼンテーション・サービス Oracle BI プレゼンテー

ション・サービス・サーバーを参照してください。

プレゼンテーション・サービス・サーバー Oracle BI プ

レゼンテーション・サービス・サーバーを参照して

ください。

プレゼンテーション・テーブル ユーザー・コミュニ

ティにとって意味のあるカテゴリへの列の編成に使

用される Oracle BI リポジトリのプレゼンテーショ

ン・レイヤーのオブジェクト。プレゼンテーショ

ン・テーブルには、1 つ以上の論理テーブルから列

を含めることができます。プレゼンテーション・

テーブルの名前とオブジェクト・プロパティは論理

テーブルのプロパティとは無関係です。

プレゼンテーション・レイヤー カスタマイズされた

セキュアな役割ベースのビジネス・モデルのビュー

をユーザーに表示する手段を提供します。Oracle BI

リポジトリのビジネス・モデルとマッピング・レイ

ヤーに抽象性のレベルを加えます。プレゼンテー

ション・レイヤーは、プレゼンテーション・サービ

スやその他のクライアント・ツール、アプリケー

ションで分析を作成したユーザーに表示されるデー

タのビューを提供します。

ビジネス・モデルとマッピング・レイヤーも参照し

てください。
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プレゼンテーション・レベル ロールアップしたり、

他のレベルからロールアップされる、Oracle BI リポ

ジトリ内のプレゼンテーション階層のコンポーネン

ト。プレゼンテーション・レベルは、プレゼンテー

ション・サービスで階層列内のレベルとして表示さ

れます。

階層レベルおよびプレゼンテーション階層も参照し

てください。

プロセス・インスタンス BI インスタンスに関連付け

られている、個々のワークステーション上の一意の

プロセス。

BI インスタンスも参照してください。

プロンプト フィルタの一種で、コンテンツ・デザイ

ナによるデータ値の作成および指定、およびエン

ド・ユーザーによる特定のデータ値の選択から、

ダッシュボードやダッシュボード・ページに組み込

まれた個別または複数の分析に結果セットを提供で

きるようにします。プロンプトによって既存のダッ

シュボードおよび分析のフィルタの拡張や改良が行

われます。

プロンプトのタイプには、列プロンプト、通貨プロ

ンプト、イメージ・プロンプトおよび変数プロンプ

トがあります。

列プロンプト、通貨プロンプト、フィルタ、イメー

ジ・プロンプトおよび変数プロンプトも参照してく

ださい。

プロンプト・リンク ダッシュボード・ページへのパ

スとダッシュボード・プロンプトの単純化されたプ

レゼンテーションを取り込みます。

ブックマーク・リンクを参照してください。

変換 データベースから他の場所(他のデータベース

の場合もある)に移動する際にデータに行われる処

理。一部の変換は、通常、トランザクション・シス

テムからデータ・ウェアハウス・システムへの移動

時にデータに対して行われます。

変数 管理タスクを効率化したり、変化するデータ

環境に合せてメタデータの内容を動的に変更するた

めに使用される Oracle BI リポジトリ内のオブジェ

クト。

変数は次のいずれかのタイプです:

リポジトリ変数には 2 種類ありますが、任意の時点

の 1 つの値を持ちます。リポジトリ変数は、静的お

よび動的です。セッション変数は、各ユーザーのロ

グイン時に作成され、値が割り当てられます。セッ

ション変数には、システムとシステム以外の 2 種類

があります。

変数プロンプト ダッシュボードに表示する値を、

ユーザーが変数プロンプトで指定された値から選択

できます。変数プロンプトは列データに依存するの

ではなく、ユーザーが分析の列データを操作(加算

や乗算など)できるようにします。

プロンプトも参照してください。

別名テーブル 別の物理テーブルをソースとして参照

する物理テーブル。1 つの物理テーブルに様々な役

割を設定する必要がある場合に、別名テーブルを使

用すると、テーブルごとにキー、名前および結合を

変えて複数のテーブルを設定できます。別名テーブ

ルの名前は物理 SQL クエリーで使用されるため、

別名テーブルを使用して意味のあるテーブル名に

し、SQL 文を読みやすくすることもできます。

ホーム・ページ 直観的で、タスク・ベースの方法で

プレゼンテーション・サービスの機能を開始しま

す。ホーム・ページはセクションに分かれており、

各セクションでは、特定のタスクを素早く開始した

り、オブジェクトを検索したり、テクニカル・ド

キュメントにアクセスできます。

ミッション・ステートメント ビジョンを達成するた

めに必要な主要なビジネス・ゴールと優先度を指定

したスコアカード内のステートメント。

Oracle Scorecard and Strategy Management およびビ

ジョン・ステートメントを参照してください。

メジャー列 レコードごとに変化し、合計および集計

が可能な列。売上金額や注文数量はメジャーの代表

例です。メジャーは、クエリー時にデータ・ソース

から計算されます。

メジャー列は、Oracle BI リポジトリ(通常はファク

ト・テーブル)またはプレゼンテーション・サービ

スで表示されます。
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メタデータ データに関するデータ。メタデータ・オ

ブジェクトには、スキーマの説明(テーブル、列、

データ型、主キー、外部キーなど)と論理構造(ファ

クト・テーブル、次元、論理テーブル・ソース・

マッピングなど)が含まれます。

Oracle BI リポジトリは、Oracle BI サーバーによっ

てクエリーの処理に使用されるメタデータで構成さ

れます。

メタデータ・ディクショナリ 列などのメタデータ・

オブジェクトについて、そのプロパティや他のメタ

データ・オブジェクトとの関係などが記述された静

的な XMLドキュメントのセット。メタデータ・ディ

クショナリは、ユーザーがリポジトリ・オブジェク

トのメトリックや属性の詳細を得る場合に役立ちま

す。

目標 企業の戦略をまとめたスコアカード内の要求

される成果または望ましい結果。

イニシアティブおよび Oracle Scorecard and Strategy

Management も参照してください。

リポジトリ Oracle BI リポジトリを参照してくださ

い。

リポジトリ変数 変数を参照してください。

列 Oracle BI リポジトリでは、列は、物理列、論理

列またはプレゼンテーション列です。

プレゼンテーション・サービスでは、分析によって

返される個々のデータが示されます。列、および

フィルタや選択ステップによって分析に含まれる

データが決まります。列には、格納される情報のタ

イプ(アカウント、連絡先など)を示す名前も付けら

れています。

分析、属性列、階層列およびメジャー列も参照して

ください。

列フィルタ フィルタを参照してください。

列プロンプト フィルタのタイプの 1 つで、特定の値

プロンプトをデータ列に作成できるようにします。

ダッシュボードまたは分析に単体として存在させる

ことも、既存のダッシュボードおよび分析フィルタ

の拡張または改良に使用することもできます。プロ

ンプトも参照してください。

レベル 階層レベルを参照してください。

レベル・スキップ階層 一部のメンバーが特定の祖先

レベルの値を持たない階層。たとえば、米国で、コ

ロンビア特別区のワシントン市は州に属していませ

ん。州がなくても、国レベル(米国)からワシントン

以下にユーザーが移動できることが期待されます。

階層も参照してください。

レポート クエリーの実行からユーザーに返される、

Oracle BI Publisher を使用して作成されるレスポン

ス。レポートは、書式設定、ダッシュボード・ペー

ジでの表示、Oracle BI プレゼンテーション・カタロ

グでの保存および他のユーザーとの共有が可能で

す。

分析も参照してください。

論理 SQL Oracle BI サーバーによって解釈される SQL

文。Oracle BI サーバーの論理 SQL には、標準の

SQL と AGO、TODATE、EVALUATE などの特別な

関数(拡張 SQL)が含まれます。

ユーザーが要求を行うと、プレゼンテーション・

サービスなどのクライアントは、論理 SQL を Oracle

BI サーバーに送信します。また、論理 SQL はビジ

ネス・モデルとマッピング・レイヤーで使用され、

異機種データベース・アクセスと移植を可能にしま

す。Oracle BI サーバーは、論理 SQL を、ソース・

データベースで解釈可能な物理 SQL に変換します。

論理結合 論理テーブル間の関係を表す結合。論理

結合は、物理的な結合ではなく概念上の結合です。

つまり、特定のキーまたは列を結合しません。1 つ

の論理結合が、多数の物理結合に相当することがあ

ります。

論理テーブル Oracle BI リポジトリのビジネス・モデ

ルとマッピング・レイヤーのテーブル・オブジェク

ト。1 つの論理テーブルは、1 つ以上の物理テーブ

ルにマップできます。論理テーブルは、ファクト・

テーブルまたは次元テーブルのいずれでもかまいま

せん。

次元テーブルおよびファクト・テーブルも参照して

ください。

論理テーブル・ソース Oracle BI リポジトリのビジネ

ス・モデルとマッピング・レイヤーのオブジェクト

で、1 つの論理テーブルから 1 つ以上の物理テーブ

ルへのマッピングを定義します。また、物理レイ

ヤーと、ビジネス・モデルおよびマッピング・レイ

ヤーとの間で発生する変換の指定、および集計ナビ

ゲーションと断片化の実現にも物理から論理への

マッピングを使用できます。
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論理表示フォルダ ビジネス・モデルとマッピング・

レイヤーでのオブジェクトの編成に使用されるフォ

ルダ。メタデータ上の意味はありません。

論理レイヤー ビジネス・モデルとマッピング・レイ

ヤーを参照してください。

論理レベル ロールアップしたり、他のレベルから

ロールアップされる、Oracle BI リポジトリ内のレベ

ル・ベースの階層のコンポーネント。

親子階層では、祖先と子孫の間にメタデータの論理

レベル・オブジェクトとして表されない、暗黙的な

メンバー間のレベルがあります。親子階層には論理

レベル・オブジェクトも含まれますが、それらのレ

ベルはシステムで生成されたもので、全メンバーの

集計を可能にするためにのみ存在します。

次元および階層を参照してください。
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